
日時 令和７年８月７日(木)　

午後２時開議

場所 市川市生涯学習センター 第２研修室

１ 開会

２ 会議成立の宣言

３ 議事日程の決定

４ 議案第18号 令和８年度使用教科用図書の採択について

議案第19号 令和６年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の

状況についての点検及び評価等について

議案第20号 市川市学校施設の開放に関する規則の一部改正について

５ その他

６ 閉会

令和７年８月定例教育委員会議事日程



議案第18号 令和８年度使用教科用図書の採択について・・・・・ 指導課 1

議案第19号 令和６年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及

び執行の状況についての点検及び評価等について・・ 教育政策課 9
別冊１

議案第20号 市川市学校施設の開放に関する規則の一部改正につい

て・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 生涯学習振興課 11

その他（１）令和７年度市川市奨学生応募・決定の状況・・・・・ 義務教育課 15

令和７年８月定例教育委員会提出議案



議案第１８号 

 

令和８年度使用教科用図書の採択について 

 

令和８年度に使用する教科用図書を採択したいので、教育委員会の議決を求

める。 

令和７年８月７日提出 

市川市教育委員会 

教育長 高 木 秀 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理   由 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２１条第６号の規定に基づ

き、令和８年度に使用する小学校用教科用図書、中学校用教科用図書、特別

支援学校用及び特別支援学級用教科用図書を、採択する必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。  

1



令和８年度使用教科用図書の選定結果 

                       （葛南⻄部採択地区） 

  【表１】 

＜小学校＞ 

種   目 発 行 者 

国 語 教   育   出   版 

書 写 教   育   出   版 

社 会 東   京   書   籍 

地 図 帝   国   書   院 

算 数 啓  林  館 

理 科 大  日  本  図  書 

生 活 大  日  本  図  書 

音 楽 教  育  芸  術  社 

図 画 工 作 開 隆 堂 出 版 

家 庭 開 隆 堂 出 版 

保 健 大 日 本 図 書 

外  国  語 東   京   書   籍 

道     徳 東   京   書   籍 
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令和８年度使用教科用図書の選定結果 

                       （葛南⻄部採択地区） 

  【表２】 

＜中学校＞ 

種   目 発 行 者 

国     語 教 育 出 版 

書     写 光 村 図 書 出 版 

社会(地理的分野) 帝 国 書 院 

社会(歴史的分野) 帝 国 書 院 

社会(公民的分野) 帝 国 書 院 

地     図 帝 国 書 院 

数     学 啓 林 館 

理     科 東 京 書 籍 

音楽（一  般） 教  育  芸  術  社 

音楽（器楽合奏） 教  育  芸  術  社 

美     術 日 本 文 教 出 版 

保 健 体 育 大 修 館 書 店 

技術・家庭(技術分野) 東 京 書 籍 

技術・家庭(家庭分野) 東 京 書 籍 

外  国  語 三 省 堂 

道     徳 G a k k e n 
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令和８年度使用　学校教育法附則第９条第１項の規定による一般図書一覧

教科 通し  № 発 行 者 略 称 発行者ｺｰﾄﾞ  図書ｺｰﾄﾞ 図 書 名 定価(円) 備考

1 1 あ か ね 書 房 01-1 Ａ０１ もじのえほん  あいうえお 3,000

2 2 あ か ね 書 房 01-1 Ａ０２ もじのえほん  かたかなアイウエオ 3,000

3 3 偕 成 社 06-1 Ｏ０１ 五味太郎・言葉図鑑（１）  うごきのことば 1,600

4 4 偕 成 社 06-1 Ｏ０３ 五味太郎・言葉図鑑（３）  かざることば（Ａ） 1,600

5 5 偕 成 社 06-1 Ｏ０５ 五味太郎・言葉図鑑（５）  つなぎのことば 1,600

6 6 偕 成 社 06-1 Ｏ０６ 五味太郎・言葉図鑑（６）  くらしのことば 1,600

7 7 偕 成 社 06-1 Ｏ１０ 五味太郎・言葉図鑑（１０）  なまえのことば 1,600

8 8 偕 成 社 06-1 Ｔ０１ エリック・カールの絵本  はらぺこあおむし 1,200

9 9 偕 成 社 06-1 Ｔ０４ エリック・カールの絵本  くまさんくまさんなにみてるの？ 1,000

10 10 偕 成 社 06-1 Ｔ０５ エリック・カールの絵本（ぬりえ絵本）  ごちゃまぜカメレオン 1,400

11 11 偕 成 社 06-1 Ｔ０６ エリック・カールの絵本  月ようびはなにたべる？ーアメリカのわらべうた 1,200

12 12 偕 成 社 06-1 Ｔ０７ エリック・カールの絵本  できるかな？－あたまからつまさきまで－ 1,200

13 13 偕 成 社 06-1 Ｗ０１ 木村裕一・しかけ絵本（１）  みんなみんなみーつけた 1,100

14 14 偕 成 社 06-1 Ｙ０１ ともだちだいすき（２）  おべんとうなあに？ 1,200

15 15 く も ん 出 版 08-1 Ｂ０１ 生活図鑑カード  たべものカード 1,200

16 16 く も ん 出 版 08-1 Ｃ０１ 書きかたカード「ひらがな」 1,800

17 17 く も ん 出 版 08-1 Ｄ０１ ひらがなカード 1,400

18 18 こ ぐ ま 社 10-4 Ｂ０３ こぐまちゃんえほん第２集  こぐまちゃんのみずあそび 900

19 19 こ ぐ ま 社 10-4 Ｂ０５ こぐまちゃんえほん第３集  しろくまちゃんのほっとけーき 900

20 20 こ ぐ ま 社 10-4 Ｇ０１ 柳原良平のえほん  かおかおどんなかお 800

21 21 小 峰 書 店 10-5 Ｃ０１ くまたんのはじめてシリーズ  よめるよよめるよあいうえお 1,200

22 22 太 郎 次 郎 社 16-4 Ａ０１ 漢字がたのしくなる本シリーズ  漢字がたのしくなる本ワーク１基本漢字あそび 1,155

23 23 太 郎 次 郎 社 16-4 Ａ０２ 漢字がたのしくなる本シリーズ　漢字がたのしくなる本ワーク２あわせ漢字あそび 1,155

24 24 童 心 社 20-1 Ｈ０２ １４ひきのシリーズ  １４ひきのぴくにっく 1,300

25 25 戸 田 デ ザ イ 20-4 ００３ あいうえおえほん 1,800

26 26 戸 田 デ ザ イ 20-4 ００７ よみかた絵本 1,800

27 27 同 成 社 20-5 Ａ０１ ゆっくり学ぶ子のための「こくご」１（改訂版）  （ひらがなのことば・文・文章の読み） 1,300

28 28 同 成 社 20-5 Ａ０２ ゆっくり学ぶ子のための「こくご」２（改訂版）  （かたかな・かん字の読み書き） 1,100

29 29 同 成 社 20-5 Ａ０３ ゆっくり学ぶ子のための「こくご」３（改訂版）  （文章を読む、作文・詩を書く） 900

30 30 同 成 社 20-5 Ａ０４ ゆっくり学ぶ子のための  国語４ 1,100

31 31 同 成 社 20-5 Ｂ０１ ゆっくり学ぶ子のための「こくご」入門編１（改訂版）  （表象形成・音韻形成・発声・発音） 1,100

32 32 同 成 社 20-5 Ｂ０２ ゆっくり学ぶ子のための「こくご」入門編２（改訂版）  （ひらがなの読み書き） 1,100

33 33 東 洋 館 20-7 ００２ 改訂新版くらしに役立つ国語 1,500

34 34 エ ス ト デ ィ 22-3 Ａ０１ ひとりだちするための国語 1,700

35 35 ひ か り の く 27-1 Ｄ０１ ２０２シリーズ  たべもの２０２ 1,200

36 36 評 論 社 27-2 Ｂ０１ しかけ絵本の本棚  コロちゃんはどこ？ 1,200

37 37 ひ さ か た 27-3 Ｃ０４ スキンシップ絵本  かたかなアイウエオ 1,600

38 38 Ｐ Ｈ Ｐ 27-4 ００１ 子どもの字がうまくなる練習ノート 1,200

国

語

【表３】令和8年度使用教科用図書の選定結果
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令和８年度使用　学校教育法附則第９条第１項の規定による一般図書一覧

教科 通し  № 発 行 者 略 称 発行者ｺｰﾄﾞ  図書ｺｰﾄﾞ 図 書 名 定価(円) 備考

39 39 福 音 館 28-1 Ｈ２５ こどものとも絵本  そらいろのたね 1,000

40 40 福 音 館 28-1 Ｊ０１ 世界傑作絵本シリーズ  てぶくろ 1,000

41 41 福 音 館 28-1 Ｊ０３ 世界傑作絵本シリーズ  三びきのやぎのがらがらどん 1,200

42 42 福 音 館 28-1 Ｋ０４ ぐりとぐらの絵本  ぐりとぐらの１ねんかん 1,400

43 43 ポ プ ラ 30-2 Ｄ０５ ねずみくんの絵本１  ねずみくんのチョッキ 1,300

44 44 リ ー ブ ル 40-3 ００１ あっちゃんあがつくたべものあいうえお 1,800

45 45 Ｕ Ｄ 絵 本 87-11 ５３０ ユニバーサルデザイン絵本６おでかけまるちゃん 1,000

46 46 日 点 （ 一 般 ） Ｔ217 ００１ T217-001 視覚障害者の漢字学習　（教育用漢字　小学１年） 34,000

47 47 日 点 （ 一 般 ） Ｔ217 ００２ T217-002 視覚障害者の漢字学習　（教育用漢字　小学２年） 40,000

48 48 日 点 （ 一 般 ） Ｔ217 ００３ T217-003 視覚障害者の漢字学習　（教育用漢字　小学３年） 44,500

49 49 日 点 （ 一 般 ） Ｔ217 ００４ T217-004 視覚障害者の漢字学習　（教育用漢字　小学４年） 44,500

50 50 日 点 （ 一 般 ） Ｔ217 ００５ T217-005 視覚障害者の漢字学習　（教育用漢字　小学５年） 43,500

51 51 日 点 （ 一 般 ） Ｔ217 ００６ T217-006 視覚障害者の漢字学習　（教育用漢字　小学６年） 43,500

52 52 日 点 （ 一 般 ） Ｔ217 ００７ T217-007 視覚障害者の漢字学習　（常用漢字中学校編） 12,000

53 1 あ か ね 書 房 01-1 ００１ 単行本  さわってあそぼうふわふわあひる 2,500

54 2 岩 崎 書 店 02-1 Ｅ０５ 五味太郎のことばとかずの絵本　すうじの絵本 1,400

55 3 偕 成 社 06-1 Ａ０２ エリック・カールかずのほん  １，２，３どうぶつえんへ 1,200

56 4 学 研 06-2 ５３５ さわって学べる算数図鑑 2,500 R8

57 5 金 の 星 社 07-2 Ｂ０３ あかちゃんとおかあさんの絵本  ハティちゃんのまる・さんかく・しかく 1,000

58 6 く も ん 出 版 08-1 Ｄ０２ とけいカード 1,600

59 7 講 談 社 10-1 Ｈ０５ ブルーナのアイディアブックミッフィーの１から１０まで 850

60 8 小 峰 書 店 10-5 Ｃ０２ くまたんのはじめてシリーズ  おいしいおいしい１・２・３ 1,200

61 9 こ ば と 10-9 Ｂ０１ 中級編ジャンプアップ  とけい・おかね・カレンダー 1,800

62 10 三 省 堂 11-4 Ａ０４ 三省堂こどもかずの絵じてん 1,400

63 11 小 学 館 12-2 Ｂ０２ ２１世紀幼稚園百科２  とけいとじかん 970

64 12 小 学 館 12-2 Ｂ０６ ２１世紀幼稚園百科６　かずあそび１・２・３ 970

65 13 戸 田 デ ザ イ 20-4 ００２ １から１００までのえほん 1,800

66 14 戸 田 デ ザ イ 20-4 ００８ ６つの色 1,200

67 15 戸 田 デ ザ イ 20-4 ００９ とけいのえほん 1,600

68 16 同 成 社 20-5 Ｃ０１ ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」１  （量概念の基礎、比較、なかま集め） 1,100

69 17 同 成 社 20-5 Ｃ０２ ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」２  （１対１対応、１～５の数、５までのたし算） 1,100

70 18 同 成 社 20-5 Ｃ０３ ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」３  （６～９のたし算、ひき算、位取り） 1,100

71 19 同 成 社 20-5 Ｃ０４ ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」４  （くり上がり、くり下がり、２けたの数の計算） 1,100

72 20 同 成 社 20-5 Ｃ０５ ゆっくり学ぶ子のための「さんすう」５  （３けたの数の計算、かけ算、わり算） 1,100

73 21 東 洋 館 20-7 ００３ 改訂新版くらしに役立つ数学 1,500

74 22 エ ス ト デ ィ 22-3 Ａ０２ ひとりだちするための算数・数学 1,600

75 23 ひ か り の く 27-1 Ｂ０５ 認識絵本５  いくつかな 1,200

76 24 ひ さ か た 27-3 Ｃ０５ スキンシップ絵本  かずのえほん 1,600 R8

77 25 民 衆 社 32-1 Ａ０２ さんすうだいすきあそぶ・つくる・しらべる２年 1,800

国

語

算

数

・

数

学
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令和８年度使用　学校教育法附則第９条第１項の規定による一般図書一覧

教科 通し  № 発 行 者 略 称 発行者ｺｰﾄﾞ  図書ｺｰﾄﾞ 図 書 名 定価(円) 備考

78 1 あ か ね 書 房 01-1 Ｈ０２ かばくん・くらしのえほん２  かばくんのおかいもの 1,700

79 2 岩 崎 書 店 02-1 Ａ２３ あそびの絵本  えかきあそび 1,400

80 3 旺 文 社 05-3 Ｂ０６ 学校では教えてくれない大切なこと（６）  友だち関係（気持の伝え方） 1,100

81 4 偕 成 社 06-1 Ｚ０１ 子どものマナー図鑑（１）  ふだんの生活のマナー 1,500

82 5 学 研 06-2 Ｃ０３ はっけんずかん  のりもの改訂版 2,200

83 6 学 研 06-2 Ｇ０７ あそびのおうさまＢＯＯＫ  はじめてぬるほん 1,200

84 7 学 研 06-2 Ｇ０８ あそびのおうさまＢＯＯＫ  はじめてきるほん 1,200

85 8 学 研 06-2 Ｎ０１ ほんとのおおきさ  ほんとのおおきさ動物園 1,500

86 9 金 の 星 社 07-2 Ｆ０４ ひとりでできるもん！４  うれしいごはん、パン、めん料理 2,200

87 10 金 の 星 社 07-2 Ｆ０６ ひとりでできるもん！６  だいすきおやつ作り 2,200

88 11 金 の 星 社 07-2 Ｋ０１ げんきをつくる食育えほん１  たべるのだいすき！ 1,500

89 12 教 芸 07-4 ００５ ５訂版歌はともだち 362

90 13 く も ん 出 版 08-1 Ｂ０２ 生活図鑑カード  くだものやさいカード１集 1,200

91 14 合 同 出 版 10-8 Ｂ０１ 絵でわかるこどものせいかつずかん１　みのまわりのきほん 1,400 R8

92 15 コ ク ヨ 10-10 Ａ０１ かおノート 1,300

93 16 小 学 館 12-2 Ｃ０１ ドラえもんちずかん１  にっぽんちず 1,500

94 17 小 学 館 12-2 Ｃ０２ ドラえもんちずかん２  せかいちず 1,500

95 18 鈴 木 出 版 13-2 Ａ０５ 知育えほん  マークのずかん 1,600

96 19 チ ャ イ ル ド 17-1 ００１ ぬったりかいたりらくがきＢＯＯＫ 1,500

97 20 東 洋 館 20-7 ００４ 改訂新版くらしに役立つ理科 1,500

98 21 ナ ツ メ 社 21-2 ００１ 子どもの生きる力を育てるせいかつの絵じてん 1,800

99 22 ひ か り の く 27-1 Ｉ０１ 改訂新版体験を広げるこどものずかん１  どうぶつえん 1,700

100 23 ひ か り の く 27-1 Ｉ０４ 改訂新版体験を広げるこどものずかん４  はなとやさい・くだもの 1,700

101 24 ひ か り の く 27-1 Ｉ０８ 改訂新版体験を広げるこどものずかん８  あそびのずかん 1,200

102 25 ひ か り の く 27-1 ００３ マナーやルールがどんどんわかる！  新装改訂版みぢかなマーク 1,200

103 1 岩 崎 書 店 02-1 Ｃ０４ かいかたそだてかたずかん４  やさいのうえかたそだてかた 1,600

104 2 岩 崎 書 店 02-1 Ｆ０８ 絵本図鑑シリーズ８  やさいのずかん 1,700

105 3 旺 文 社 05-3 ５１５ 学校では教えてくれない大切なこと（９） ルールとマナー 1,100

106 4 偕 成 社 06-1 Ｊ０４ 子どもの健康を考える絵本（４）  からだがすきなたべものなあに？ 1,200

107 5 偕 成 社 06-1 Ｘ０１ 坂本廣子のひとりでクッキング（１）  朝ごはんつくろう！ 1,400

108 6 偕 成 社 06-1 Ｘ０２ 坂本廣子のひとりでクッキング（２）  昼ごはんつくろう！ 1,400

109 7 偕 成 社 06-1 Ｚ０３ 子どものマナー図鑑（３）  でかけるときのマナー 1,500

110 8 開 隆 堂 出 版 06-4 ００１ 職業・家庭たのしい職業科  わたしの夢につながる 1,800

111 9 教 育 画 劇 07-5 Ａ０２ つくってたべよう！お料理マジック２ 1,650

112 10 さ え ら 11-1 Ｄ０７ 母と子の手づくり教室  母と子の園芸教室野菜をつくろう 1,500

113 11 小 学 館 12-2 Ｂ１１ ２１世紀幼稚園百科１１  からだのふしぎ 970

114 12 女 子 栄 養 大 12-7 ００１ 新・こどもクッキング 1,600

115 13 東 洋 館 20-7 ００１ 改訂新版くらしに役立つ社会 1,500

職

業

・

家

庭

生

活

・

社

会
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令和８年度使用　学校教育法附則第９条第１項の規定による一般図書一覧

教科 通し  № 発 行 者 略 称 発行者ｺｰﾄﾞ  図書ｺｰﾄﾞ 図 書 名 定価(円) 備考

116 14 東 洋 館 20-7 ００６ 改訂新版くらしに役立つ家庭 1,500

117 15 ひ か り の く 27-1 Ｋ０９ 新装版ＫＩＤＳ２１１２  たべものひゃっか 850

118 16 ブ ロ ン ズ 新 28-3 Ｃ０１ しごとば 1,700

119 17 山 と 渓 谷 社 36-1 ００１ 家庭科の教科書小学校低学年～高学年用 1,800

120 1 岩 崎 書 店 02-1 Ｇ１２ ひとりでできる手づくりＢＯＸ  しぜんで工作しよう 1,600

121 2 学 研 06-2 Ｉ１２ あそびのおうさまずかん  リサイクルこうさく増補改訂 1,000

122 3 国 土 社 10-3 Ｂ０９ たのしい図画工作９  うごくおもちゃ 2,500

123 4 国 土 社 10-3 Ｂ１６ たのしい図画工作１６  ちぎり紙・きり紙・はり絵 2,500

124 5 小 峰 書 店 10-5 ００１ リサイクル工作ずかん 1,400

125 6 小 学 館 12-2 Ｎ０１ あーとぶっく  ひらめき美術館第１館 1,750

126 7 の ら 書 店 25-1 ００１ はじめてのこうさくあそび 1,700

127 1 あ か ね 書 房 01-1 Ｉ０３ あかね書房の学習えほん　ことばのえほんＡＢＣ 3,000

128 2 あ か ね 書 房 01-1 Ｉ０６ あかね書房の学習えほん　えいごえほんぞうさんのピクニック 3,000

129 3 あ か ね 書 房 01-1 Ｉ０７ あかね書房の学習えほん　えいごえほんぞうさんがっこうにいく 3,000

130 4 岩 崎 書 店 02-1 Ｅ０２ 五味太郎のことばとかずの絵本　絵本ＡＢＣ 1,300

131 5 く も ん 出 版 08-1 Ｈ０２ ＣＤ付き英語カードあいさつと話しことば編 1,800

132 6 成 美 堂 出 版 14-4 ００５ ＣＤつき楽しく歌える英語のうた 1,400

133 7 戸 田 デ ザ イ 20-4 ００１ 和英えほん 1,500

134 1 学 研 06-2 Ｉ０１ あそびのおうさまずかん  からだ増補改訂 780

135 2 金 の 星 社 07-2 Ｅ０１ やさしいからだのえほん１からだのなかはどうなってるの？ 1,700

136 3 合 同 出 版 10-8 Ａ０２ 子どもとマスターする４５の操体法  改訂新版イラスト版からだのつかい方ととのえ方 1,700

137 4 合 同 出 版 10-8 Ａ０３ 運動が得意になる４３の基本レッスン  イラスト版体育のコツ 1,600

138 5 東 洋 館 20-7 ００５ 改訂新版くらしに役立つ保健体育 1,500 R8

139 6 ひ か り の く 27-1 Ｉ０９ 改訂新版体験を広げるこどものずかん９  からだとけんこう 1,700

140 7 ひ さ か た 27-3 ５７１ どうなってるの？からだのなか 1,800

141 8 エ イ デ ル 54-26 ５０２ あっ！そうなんだ！わたしのからだ 1,800

外

国

語

保
健
・
体
育

図
工
・
美
術

職
業
・
家
庭
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【参考資料】 

     令和７年度使用教科用図書（葛南⻄部採択地区） 

＜小学校＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校＞                       
 

種  目 発 行 者 

国 語 教   育   出   版 

書 写 教   育   出   版 

社 会 東   京   書   籍 

地 図 帝   国   書   院 

算 数 啓  林  館 

理 科 大  日  本  図  書 

生 活 大  日  本  図  書 

音 楽 教  育  芸  術  社 

図 画 工 作 開 隆 堂 出 版 

家 庭 開 隆 堂 出 版 

保 健 大 日 本 図 書 

外  国  語 東   京   書   籍 

道     徳 東   京   書   籍 

 

種   目 発 行 者 

国     語 教 育 出 版 

書     写 光 村 図 書 出 版 

社会(地理的分野) 帝 国 書 院 

社会(歴史的分野) 帝 国 書 院 

社会(公民的分野) 帝 国 書 院 

地     図 帝 国 書 院 

数     学 啓 林 館 

理     科 東 京 書 籍 

音楽（一  般） 教  育  芸  術  社 

音楽（器楽合奏） 教  育  芸  術  社 

美     術 日 本 文 教 出 版 

保 健 体 育 大 修 館 書 店 

技術・家庭(技術分野) 東 京 書 籍 

技術・家庭(家庭分野) 東 京 書 籍 

外  国  語 三 省 堂 

道     徳 G a k k e n 
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議案第１９号 

 

令和６年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状 

況についての点検及び評価等について 

 

令和６年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況について

の点検及び評価等について、教育委員会の議決を求める。 

令和７年８月７日提出 

市川市教育委員会 

教育長 高 木 秀 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理  由 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定に基づ

き、令和６年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いての点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会

に提出するとともに、公表する必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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議案第２０号 

 

市川市学校施設の開放に関する規則の一部改正について 

 

市川市学校施設の開放に関する規則の一部改正について、教育委員会の議決

を求める。 

令和７年８月７日提出 

 

市川市教育委員会 

教育長 高 木 秀 人○○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理   由  

 

体育館に空調設備が設置される８校の小学校について、空調料の額を定め

る必要がある。 

これが、この議案を提出する理由である。 
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市川市教育委員会規則第  号 

市川市学校施設の開放に関する規則の一部を改正する規則 

市川市学校施設の開放に関する規則（平成１８年教育委員会規則第２号）の

一部を次のように改正する。 

別表第２大柏小学校の項の次に次のように加える。 

冨貴島小学校 ７２０円 

別表第２若宮小学校の項の次に次のように加える。 

国府台小学校 ７２０円 

別表第２平田小学校の項の次に次のように加える。 

菅野小学校 ７２０円 

別表第２行徳小学校の項の次に次のように加える。 

稲荷木小学校 ７２０円 

別表第２南行徳小学校の項の次に次のように加える。 

鶴指小学校 ７２０円 

別表第２大町小学校の項の次に次のように加える。 

新浜小学校 ７２０円 

別表第２大洲小学校の項の次に次のように加える。 

幸小学校 ７２０円 

新井小学校 ７２０円 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める日から施行

する。 

⑴ 別表第２若宮小学校の項の次に次のように加える改正規定及び同表平田
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小学校の次に次のように加える改正規定並びに次項の規定 令和７年９

月１日 

⑵ 別表第２大柏小学校の項の次に次のように加える改正規定、同表行徳小

学校の項の次に次のように加える改正規定、同表南行徳小学校の項の次に

次のように加える改正規定、同表大町小学校の項の次に次のように加える

改正規定及び同表大洲小学校の項の次に次のように加える改正規定並び

に附則第３項の規定 令和７年１０月１日 

 （経過措置） 

２ 前項第１号に掲げる規定による改正後の別表第２の規定は、令和７年９月

１日以後の空調設備の使用に係る空調料について適用し、同日前の空調設備

の使用に係る空調料については、なお従前の例による。 

３ 附則第１項第２号に掲げる規定による改正後の別表第２の規定は、令和７

年１０月１日以後の空調設備の使用に係る空調料について適用し、同日前の

空調設備の使用に係る空調料については、なお従前の例による。 
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現
行

 
改

正
後

 

 別
表

第
２

（
第
１
４
条

関
係
）

 

学
校
名

 
１

時
間

当
た

り
の

空
調

料
の

額
 

（
略

）
 

大
柏
小
学

校
 

（
略

）
 

 
 

若
宮
小
学

校
 

（
略

）
 

 
 

平
田
小
学

校
 

（
略

）
 

 
 

行
徳
小
学

校
 

（
略

）
 

 
 

南
行
徳
小

学
校
 

（
略

）
 

 
 

（
略

）
 

大
町
小
学

校
 

（
略

）
 

 
 

（
略

）
 

大
洲
小
学

校
 

（
略

）
 

 
 

 
 

（
略

）
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学
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１
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（
略
）
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学

校
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）

 

冨
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学
校

 
７
２
０
円
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宮
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学

校
 

（
略
）

 

国
府

台
小

学
校

 
７
２
０
円
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田

小
学

校
 

（
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）
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野

小
学

校
 

７
２
０
円

 

行
徳

小
学

校
 

（
略
）

 

稲
荷

木
小

学
校

 
７
２
０
円

 

南
行

徳
小

学
校

 
（
略
）
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指

小
学

校
 

７
２
０
円

 

（
略
）

 

大
町

小
学

校
 

（
略
）

 

新
浜

小
学

校
 

７
２
０
円

 

（
略
）

 

大
洲

小
学

校
 

（
略
）

 

幸
小

学
校

 
７
２
０
円

 

新
井

小
学

校
 

７
２
０
円

 

（
略
）
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国公立 私立 計 国公立 私立 計 国公立 私立 計 国公立 私立 計

男 26 21 47 20 17 37 1 2 3 5 2 7

女 34 36 70 27 28 55 1 1 2 6 7 13

計 60 57 117 47 45 92 2 3 5 11 9 20

＜過去の推移＞

国公立 私立 計 国公立 私立 計

71 75 146 65 68 133

88 85 173 74 76 150

82 93 175 74 76 150

88 92 180 71 73 144

69 65 134 56 51 107

60 57 117 47 45 92

令和４年度

令和７年度

令和６年度

令和５年度

令和３年度

令和２年度

応募者数 支給者数

その他（１）　義務教育課

令和７年度　市川市奨学生　応募・決定の状況

                              （単位：人）   

応募者数 決定者数 補欠者数 不支給決定者数

合
計
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令和 6 年度の教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価 

点検・評価報告書 

令和 7 年 

市川市教育委員会 

別冊１
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Ⅰ 点検・評価の概要 

平成 20年度から施行された地方教育行政の組織及び運営に関する法律（平成 19年改正）によ

り、教育委員会は自らの活動について、学識経験者の知見を活用して点検・評価を行い、その結果に

関する報告書を議会に提出し、公表することとされました。 

本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条の規定に基づき、令和 6 年度

の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価（以下「点検・評価」と

いう。）を教育委員会が行い結果をまとめたものです。 

1 目的 

点検・評価とその結果の公表は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条の規定に

基づき、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への説明責任を果たし、教育の一層の

振興を図ることを目的として行うものです。 

2 対象 

令和 6 年度における教育委員会の活動状況と第 4期市川市教育振興基本計画に基づき実施

した令和 6年度の事業の取組等を点検・評価の対象としました。 

3 方法 

令和 6 年度の評価については、施策を支える事業の取組状況に基づく評価（事業の評価）と成

果指標の令和 6年度の達成状況に基づく評価（成果指標の評価）をもとに、施策の進捗状況を評

価（施策の評価）し、今後の事業・取組の方向性を整理しました。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 26 条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第 1 項の規定により教育長に

委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第 4項の規定により事務局職員等

に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければなら

ない。 

2 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者

の知見の活用を図るものとする。 
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Ⅱ 令和 6年度の教育委員会の活動状況

 教育委員会は、市長から独立した執行機関として市川市に設置されており、教育長及び 5 人の教育

委員で組織されています。市の教育に関する事務を管理・執行するために、教育行政運営上の重要事

項や基本方針等について、教育委員会会議において審議し、決定しています。 

職 名 氏 名 任  期 

教育長 勝山 浩司 令和 6 年 4 月 1 日～ 令和 7 年 3 月 31 日 

教育委員 山元 幸惠 令和 4年 4月 1日～ 令和 8年 3月 31日 

教育委員 大高  究 令和 3年 7月 1日～ 令和 7年 6月 30日 

教育委員 広瀬 由紀 令和 3年 8月 2日～ 令和 7年 8月 31日 

教育委員 田中 大介 令和 5年 4月 1日～ 令和 9年 3月 31日 

教育委員 駒 久美子 令和 6年 4月 1日～令和 10年 3月 31日 

1 教育行政運営方針に掲げた取組 

・これからの時代に求められる資質能力の育成に向け、個別最適な学びと協働的な学びの一

体的な充実を図るとともに、読書教育や給食の無償化をはじめとしたヘルシースクールの取

組を行いました。

・小学校教科用図書改訂に伴い、国語、書写、算数、理科、社会、地図、外国語、図画工作、保

健、生活、道徳、家庭の指導者用デジタル教科書を導入及び市内全校登録を実施し、授業

での ICT 機器の活用を進めました。

・小学校における校内教育支援センター「スペシャルサポートルーム」を、モデル校 6 校（中山
小、冨貴島小、平田小、菅野小、富美浜小、大和田小）にて開室しました。

・適応指導教室「ふれんどルーム市川」を「サポートルームふれんど市川」に改称し、学校との

連携を通して、不登校児童生徒の支援を行いました。

・令和 6 年 11 月で生涯学習センターが開館 30 周年を迎えました。記念イベント「メディア
パーク 30 祭」では各施設による催しが実施され、中央図書館をはじめとした複合施設の利
用促進を図りました。

・史跡の下総国分寺跡附北下瓦窯跡及び史跡曽根貝塚の整備保存計画の策定に向けて、

策定検討会を立ち上げました。下総国分寺跡附北下瓦窯跡の公有化に係る土地一筆を財

務省で購入したことにより、北下瓦窯跡の公有化率が 100％となりました。
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2 教育委員会会議の開催状況 

教育長及び教育委員が出席する教育委員会会議を 13回開催しました。 

会議に附した議案及び報告の内訳 議案 報告 

教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること 3 0 

教育委員会の規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関するこ

と 
8 4 

教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の設置及び廃止に関するこ

と 
1 0 

教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の職員の任

免その他の人事に関すること 
12 4 

教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価に関すること 2 1 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 27 条（幼保連携型認定子ども

園に関する意見聴取）及び第 29 条（教育委員会の意見聴取）に規定する意見

の申出に関すること 

0 8 

教育機関の敷地を設定し、又は変更すること 0 0 

教育機関の施設の整備計画を定めること 0 0 

教育功労者の表彰に関すること 1 0 

学校の通学区域の決定に関すること 0 0 

教科書の採択に関すること 4 1 

重要文化財の指定及び解除に関すること 2 0 

教育委員会がその当事者である争訟に関すること 0 0 

職員団体との重要な交渉に関すること 0 0 

請願及び陳情に関すること 0 1 

上記に掲げるもののほか、重要かつ異例に属するもの 2 3 

合  計 35 22 
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3 総合教育会議の開催状況 

「総合教育会議」は市長と教育長、教育委員が教育の課題や重点施策について協議・調整を

行う場です。令和 6年度は、11月 12日に開催し、市川の教育の目指す方向性を確認しました。 

4 その他の活動状況 

教育委員が研修会等に参加し研鑽を積むとともに、学校施設や授業を参観するなど教育現場の

状況把握を行い、教育委員としての活動の充実に努めました。 

研修会等 行事、視察等 

・市町村教育委員会研究協議会

（Web開催）

など 

・市川市教育委員会教育功労者表彰式

・市川市教育委員会

教育実践記録論文表彰式 

・教育委員交流会

・運動会

・学力向上推進校公開研究会

など 

5 活動のふりかえりと今後の取組の方向性 

令和 6年度は、第 4期市川市教育振興基本計画の初年度にあたります。教育行政運営方針に

基づき、施策の推進を図りました。 

また、中央教育審議会では、令和 6 年 8 月に「『令和の日本型学校教育』を担う質の高い教師

の確保のための環境整備に関する創造的な方策について」の答申が出されました。本市教育委員

会につきましても、学校での指導・運営体制の充実や働き方改革のさらなる加速化に向けて、教育

力の向上を目指します。 

昨今の喫緊の課題としまして、全国的な不登校児童生徒の増加に加え、その背景要因が多様

化・複雑化しております。また、日本語の指導や特別な教育的支援を必要とする子どもも増加傾向

にあります。今後は、校内教育支援センターの全校での開設を進め、子どもたちの居場所の確保に

努めます。さらに、一人ひとりの状況にあった学びの機会の確保を図り、子どもへのきめ細かな支

援が行える体制を整えます。 

地域と連携して、子どもたちの望ましい成長が保障できる持続可能なスポーツ・文化芸術環境

を整備するため、今後は市内全中学校の運動部活動の地域展開を進め、地域で生徒を支える体

制を構築するとともに教師の働き方改革を進めます。 

施設面では、老朽化が進んでいる校舎建替やトイレ等の改修など、安全・安心で快適な学校環

境づくりを進めます。また、公民館や博物館の改修、図書館の維持管理を適切に行います。 
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Ⅲ 教育振興基本計画の体系 

 

 

 

基本方針 目  標 施  策 

〈方針 1〉 

子どもたち 

一人ひとりの 

可能性を引き出す 

教育の推進 

1 確かな学力の 

育成 

1 幼児期における教育の推進 

2 児童生徒の確かな学力を育成する取組の推進 

（「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善） 

3 学校段階間の接続の推進 

2 豊かな心の 

育成 

4 道徳教育・人権教育の充実 

5 読書活動の充実 

6 体験活動・交流活動の充実 

3 健やかな体の 

育成 

7 望ましい生活習慣を身に付ける取組の推進 

8 食育の推進 

9 運動やスポーツに親しむ機会の充実 

4 社会の変化に 

対応できる 

資質・能力の育成 

10 社会的・職業的自立 

11 社会参画意識の醸成 

12 グローバル人材育成 

〈方針 2〉 

学びの質の向上と 

学びの保障の実現 

5 ICTの活用推進 

13 児童生徒の情報活用能力の向上 

14 教育の ICT環境整備の充実 

15 教職員の ICT活用指導力の向上 

6 指導体制・ 

教育環境の整備 

16 働き方改革の推進 

17 教職員の指導力の向上 

18 安全・安心で質の高い教育環境の整備 

7 多様な教育 

ニーズへの対応 

19 特別支援教育の推進 

20 不登校児童生徒への対応 

21 夜間中学の教育的支援と教育活動の充実 

 22 教育費負担の軽減に向けた経済的支援 

23 教育的支援が必要な子どもへの対応と相談体制の 

強化 

24 放課後の子どもの居場所づくりの推進 

〈方針 3〉 

ともに支え合う 

学びの環境整備 

8 家庭・学校・地域 

の連携と協働の推進 

25 家庭の教育力の向上 

26 地域の教育力の向上と地域の教育資源の活用の 

    推進 

 

9 生涯にわたる学び

の推進 

27 生涯学び、活躍できる環境の整備 

28 図書館機能を活用した学習活動の充実 

29 博物館などの活用を通した学習活動の推進 

30 公民館の活用の推進 

10 文化財の保護・ 

活用と調査 
31 文化財の保護・活用と調査の推進 

【基本理念】  人をつなぐ 未来へつなぐ 市川の教育 
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■施策の評価（目標の進捗状況） 

※「事業の評点」と「成果指標の評点」 とを合計した点数にて評価をする 

評点の合計 10点～8点 7点～6点 5点～3点 2点～0点 

評価 順  調 概ね順調 やや遅れあり 遅れあり 

 

 

 

Ⅳ 施策の点検・評価 

この章では、第 4 期市川市教育振興基本計画が示す 31 の施策を対象に、点検・評価を行ってい

ます。 

評価は、事業の進捗状況等による「事業評価」と、アンケート等による「成果指標の評価」、事業の

評価と成果指標の評価を組み合わせた「施策の評価」を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1 評価方法 

 

■成果指標の評価 

実績値 
100％～90％ 

（0％～10％未満） 

90％未満～80％ 

（10％～20％未満） 

80％未満 

（20％以上） 

評価 達  成 概ね達成 未 達 成 

・評価することが難しい成果指標は「評価にはなじまない」と記載しています。 

・割合が低いことが評価される成果指標は、「0%を目指す指標である」と記載し、実績値 

は（ ）内の数値を基準としています。 

         ※上記の評価方法では正しく評価できない成果指標については、独自の評価を設定する 

こととし、対象の成果指標は（※）を表記しています  
 

施策の評価（成果指標の評点）   

※施策に定めた成果指標の評価の「達成」及び「概ね達成」の割合により０～５点とする 

「達成」「概ね達成」の 

項目数 / 総項目数 
100％ 

100％未満 

～80％ 

80％未満 

   ～60％ 

60％未満 

   ～40％ 

40％未満 

   ～20％ 

20％未満   

    ～0％ 

評点 5 4 3 2 1 0 

 

 

■事業の評価 

 観点を 1つ以上満たしている 観点を満たしていない 

評価 良  好 要 検 討 
 

【観点】       ①効果的で適切な取組を行い、課題の解消が進んでいるか 

②施策の目標達成に向けた成果がみられるか 

 
 

施策の評価（事業の評点）   

※施策に定めた事業の評価の「良好」の割合により０～５点とする 

「良好」の事業数 

    / 総事業数 
100％ 

100％未満   

    ～80％ 

80％未満 

   ～60％ 

60％未満 

   ～40％ 

40％未満 

   ～20％ 

20％未満 

   ～0％ 

評点 5 4 3 2 1 0 
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学…全国学力･学習状況調査 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析する全

国調査で、小学 6 年生･中学 3 年生を対象とした教科に関する調査(国語、算数・数学)と小学 6 年生･中学 3

年生･学校を対象とした生活習慣や学校環境に関する調査があります。これらの調査の一部を成果指標及び

参考指標として使用しています。 

 ≪回答数≫                                                  令和 6年 4月 18日実施（指導課） 

 学校・園 児童生徒 

小学校※ 39校 3,341人 

中学校※ 16校 2,886人 

※塩浜学園(前期課程･後期課程)を含む 

保…保護者・児童生徒アンケート 

学校が主体的に学校運営を改善し、子ども・家庭・地域からの信頼を高めるために、保護者及び小学校 5年

生～中学校 3年生の児童生徒を対象とした調査で、年 2回(7月･12月)アンケートを実施し、学校運営を改善

するためのツールとして活用するとともに公表しています。12 月の結果を成果指標及び参考指標として使用し

ています。 

≪回答数≫                                      令和 6年 12月上旬～12月中旬実施（義務教育課） 

 保護者 児童生徒 

小学校※ 15,505人 6，514人 

中学校※  6,169人 7，531人 

幼稚園     230人  

※塩浜学園(前期課程･後期課程)、須和田の丘支援学校を含む 

ｅ…ｅモニターアンケート 

市川市が実施する登録制のアンケート調査で、登録者に市からメールで市川の教育に関するアンケートを発

信し、回答を集計しています。一般市民を対象とする成果指標及び参考指標として使用しています。 

(令和 7年 1月 14日～1月 27日実施（教育総務課） 回答者数：1,375人) 

 

各…各所管での調査 

各所管が事業を実施する際に行うアンケート結果や事業の参加者数などを、成果指標及び参考指標として

使用しています。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 成果指標及び参考指標調査凡例 

 

【出典（調査名等）の所管課名】 

  

   （総）…教育総務課 

   （青）…青少年育成課 

   （社）…社会教育課 

   （図）…中央図書館 

   （考）…考古博物館 

   （義）…義務教育課 

   （指）…指導課 

   （就）…就学支援課 

   （保）…保健体育課 

   （学地）…学校地域連携推進課 

   （セ）…教育センター 
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施策ごとの評価一覧 

方
針 

施   策 評   価 頁 

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
引
き
出
す
教
育
の
推
進 

目標 1  確かな学力の育成 

1 幼児期における教育の推進 順  調 10 

2 
児童生徒の確かな学力を育成する取組の推進 

（「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善） 
概ね順調 12 

3 学校段階間の接続の推進 概ね順調 14 

目標 2  豊かな心の育成  

4 道徳教育・人権教育の充実 順  調 16 

5 読書活動の充実 やや遅れあり 18 

6 体験活動・交流活動の充実 順  調 20 

目標 3  健やかな体の育成  

7 望ましい生活習慣を身に付ける取組の推進 順  調 22 

8 食育の推進 概ね順調 24 

9 運動やスポーツに親しむ機会の充実 やや遅れあり 26 

目標 4  社会の変化に対応できる資質・能力の育成  

10 社会的・職業的自立 順  調 28 

11 社会参画意識の醸成 概ね順調 30 

12 グローバル人材育成 概ね順調 32 

     

3 施策ごとの評価 
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学
び
の
質
の
向
上
と
学
び
の
保
障
の
実
現 

目標 5  ICTの活用推進 

13 児童生徒の情報活用能力の向上 概ね順調 34 

14 教育の ICT環境整備の充実 やや遅れあり 36 

15 教職員の ICT活用指導力の向上 やや遅れあり 38 

目標 6  指導体制・教育環境の整備

16 働き方改革の推進 概ね順調 40 

17 教職員の指導力の向上 順  調 42 

18 安全・安心で質の高い教育環境の整備 順  調 44 

目標 7  多様な教育ニーズへの対応 

19 特別支援教育の推進 順  調 46 

20 不登校児童生徒への対応 やや遅れあり 48 

21 夜間中学の教育的支援と教育活動の充実 順  調 50 

22 教育費負担の軽減に向けた経済的支援 順  調 52 

23 教育的支援が必要な子どもへの対応と相談体制の強化 概ね順調 54 

24 放課後の子どもの居場所づくりの推進 順  調 56 

と
も
に
支
え
合
う
学
び
の
環
境
整
備 

目標 8  家庭・学校・地域の連携と協働の推進

25 家庭の教育力の向上 順  調 58 

26 地域の教育力の向上と地域の教育資源の活用の推進 順  調 60 

目標 9  生涯にわたる学びの推進 

27 生涯学び、活躍できる環境の整備 やや遅れあり 62 

28 図書館機能を活用した学習活動の充実 概ね順調 64 

29 博物館などの活用を通した学習活動の推進 順  調 66 

30 公民館の活用の推進 概ね順調 68 

目標 10 文化財の保護・活用と調査 

31 文化財の保護・活用と調査の推進 順  調 70 
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【方針１】目標１ 確かな学力の育成 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

 

▶ 施策 1 幼児期における教育の推進 

幼児の発達に応じた遊びや生活を通して、健康な心と体、人と関わる力を育てます。

また、自発的に周囲の様々な環境に関わり、好奇心や探究心を持ち感じたことや考えた

ことを言葉で表現し、生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育を進めます。  

さらに、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を家庭・小学校・地域と共有するとと

もに、関係部署等と連携し、家庭への支援や地域資源の活用を進めることにより、幼児

教育の質を高めます。  

あわせて、幼児期の教育から小学校教育へのなめらかな接続を図ります。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  3項目 

要検討  0項目 

達    成   4項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   0項目 

順  調 

5点 
3/3(100%) 

5点 
4/4(100%) 

10点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【創意と活力のある学校づくり事業】 

全校長・園長を対象として 10 月に面接を実

施しました。目標に対する各学校・園の取組状

況を確認し、助言することで、創意と活力のあ

る学校づくりが進みました。 

良好 

公立幼稚園・小学校・中学校へ創

意と活力のある学校づくりを推進し

ていきます。 

評価の振り返り 

成果指標はいずれも高い評価であり、研修の実施や子どもの特性に応じた幼児期に必要な教

育の取組などにより、幼児教育の推進が図られたことから、施策の実現に向けて順調に進捗して

います。 

今後も、研修による教員の指導力向上や私立幼稚園・保育園との交流、公私立幼稚園への幼児

教育相談員の巡回による指導助言を行うなど、幼児期における教育の推進を図ります。 
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【方針１】目標１ 確かな学力の育成 

 

 

注 1： アプローチカリキュラム・・・幼児期にふさわしい生活を通して、この時期の資質・能力を育み、小学校生活や学

びにつながるように工夫された 5歳児 10月から修了までの指導計画。 

スタートカリキュラム・・・小学校生活へ適応していけるよう、幼児期の育ちや学びを基にして編成した入学当初 

の指導計画。 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 
（調査名

等） R6 R7 R8 R9 R10 

1 

「お子さんは、遊びや生活の中で

できるようになったことを使い、

新しい考えを持ったり、新たなこ

とに挑戦したりしている」と回答

する保護者の割合 

保護者 

（幼稚園） 
95%     達成 保 

2 

「幼稚園は子ども一人ひとりに応

じた丁寧な援助や指導を行って

いる」と回答する保護者の割合 

保護者 

（幼稚園） 
99%     達成 保 

3 

「お子さんは、誰とでも優しく関

わっている」と回答する保護者の

割合 

保護者 

（幼稚園） 
93%     達成 保 

4 

「お子さんは、食事のマナー・着

替え・うがい・手洗い等基本的生

活習慣が身に付いている」と回

答する保護者の割合 

保護者 

（幼稚園） 
93%     達成 保 

 

【参考】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

1 

ア プ ロ ーチ カ リ

キュラム・スタート

カリキュラムの実

施・活用状況 

アプローチ 

カリキュラム 

幼稚園 

保育園 
(公立のみ) 

100%     
各 

アプローチカリキュラム

実施調査アンケート（指） 

スタート 

カリキュラム 
小学校 89%     

各 
スタートカリキュラム 

実施調査アンケート（指） 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【幼稚園教諭と保育士との交流】 

同年齢の幼児の保育や教育をするために、

お互いの現場での実地研修への参加により交

流を進めました。また、事後アンケートを取り、

何が学べたかの振り返りをすることで、保育の

質の向上につながりました。 

良好 

幼児理解や、個に応じた支援、指

導についての研修を実施し、教員の

指導力向上に努めていきます。公立

だけでなく私立の幼稚園や保育園と

の合同研修会の開催や、交流の機会

を工夫していきます。 

【幼児教育推進事業】 

アプローチカリキュラム・スタートカリキュラ

ム注 1 の周知及び実践を推進し、幼児教育と小

学校教育の接続を図りました。また、幼児教育

相談員による公私立幼稚園への巡回を行い、

個別配慮を要する子どもへの助言や保護者面

談などを行うことで幼児教育を推進しました。 

良好 

アプローチカリキュラム・スタート

カリキュラムから架け橋期（義務教

育開始前後の 5歳児から小学校 1年

生の 2 年間）の円滑な接続を図りま

す。また、幼児教育相談員が公私立

幼稚園ともに巡回を行いながら、園

生活の中にある困り感を軽減できる

指導方法を助言し指導力を高めて

いきます。 
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【方針１】目標１ 確かな学力の育成 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 2 児童生徒の確かな学力を育成する取組の推進                                      

（「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善） 

学習の基盤となる読解力の向上に取り組むとともに、基礎的・基本的な内容を確実に

習得できるよう、個に応じた学びを充実させるために、指導方法の改善と学習環境の整

備に取り組みます。また、主体的・対話的で深い学びを通した授業改善を図り、身に付け

た知識や技能を学習や生活に活用していく力を高めるための問題解決型の学習を充実さ

せます。 

とりわけ、児童生徒が自ら課題を設定し、解決に向けて情報収集・分析などを行い、周

囲の人々と協働しながら進めていく探究学習を進めます。これにより、児童生徒が自己の

生き方を考えていくための資質・能力を身に付けたり、自らの学びを振り返り、より物事

や自分自身に関する内省的な考えを深められるようにしていきます。 

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  5項目 

要検討  0項目 

達    成   0項目 

概ね達成   2項目 

未 達 成   2項目 

概ね順調 

5点 
5/5(100%) 

2点 
2/4(50%) 

7点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【少人数学習等担当補助教員雇上事業】 

少人数指導教員を市内の全小学校に 1人又は

2人、全中学校に教科の必要に応じて配置するこ

とで、きめ細かな指導の充実を図りました。 

良好 

市内の講師配置の状況を考慮し

ながら、年度途中でも必要に応じ

た臨機応変な配置を行っていきま

す。 

【学校環境整備事業】 

必要に応じて学校の備品等の購入をし、学校環

境の整備を進めました。 

良好 

学習指導上必要な教材備品の新

規購入を行うなど、教育環境の充

実を図ります。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、個に応じた少人数学習の実施や教職員への教科学習

研修会の実施など、児童生徒の学力向上に向けた取組を進めたことから、施策の実現に向けて

概ね順調に進捗しています。 

今後は、研修等により教職員の指導・授業力向上を図るなど、主体的に学びを進める児童生

徒を増やします。 
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【方針１】目標１ 確かな学力の育成 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

5 

「授業で学んだこ

とを、ほかの学習

で生かしている」

と回答する児童生

徒の割合   

児童 

（小 6） 
86%     概ね達成 各 

独自アンケート（総） 

生徒 

（中 3） 
87%     概ね達成 各 

独自アンケート（総） 

6 

「家で、自分で計

画を立てて勉強を

している」と回答

する児童生徒の割

合   

児童 

（小 6） 
67%     未達成 各 

独自アンケート（総） 

生徒 

（中 3） 
67%     未達成 

各 
独自アンケート（総） 

 
【参考】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

2 

全国学力・ 

学習状況調査

の結果 

国語 児童（小 6） 68%     学 

国語 生徒（中 3） 58%     学 

算数 児童（小 6） 66%     学 

数学 生徒（中 3） 53%     学 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【各種作品展事業】 

9月に現代産業科学館で科学作品展を実施し、

456点の出品、2,366人の集客がありました。11

月には文化会館でこども作品展・新聞展を開催

し、1,680点の出品、5,177人の集客があり、子ど

もたちの豊かな感性の育成に資する取組を行い

ました。 

良好 

各教科における指導内容の充実

と子どもたちの豊かな感性の育成

をめざし、各種作品展を引き続き

実施していきます。 

【音楽会活動事業】 

11 月に文化会館で児童生徒音楽会を開催し、

約 4,240 人の児童生徒が参加しました。地区別音

楽会では 14ブロックが演奏会を実施しました。12

月には文化会館でフェスティバルを実施し、管弦

楽フェスティバルは計 40 校、合唱フェスティバル

は計 9校が参加しました。 

各音楽会開催によって、子どもたちが音楽に親

しむことのできる活動を行うことができました。 

良好 

教育課程との連携を図りなが

ら、子どもたち一人ひとりの可能

性を引き出せるよう取組を行って

いきます。 

【教職員等研修事業】 

層別研修（教職経験 1年目から 5年目対象の悉

皆研修）・希望研修で各教科の教科学習研修会を

行うことで、教職員の指導技術や授業力向上を図

りました。 

良好 

各教科の授業実践者を講師に招

き、講義やグループワークを実施し

ます。経験年数や個々の能力など

状況に応じた研修を受講すること

で、教職員の指導技術や授業力向

上を図ります。 
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【方針１】目標１ 確かな学力の育成 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 3 学校段階間の接続の推進  

子どもの学びや育ちの連続性を強化するために、幼稚園、保育園、小学校、中学校、義

務教育学校、特別支援学校、高等学校など、地域での学校等間の連携を進めます。 

また、中学校ブロックを中心とした教職員や子どもの相互交流、授業公開などにより、

指導の方法や子どもに関わる様々な情報の共有化を進め、学校等間のなめらかな接続

を図ります。 

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  4項目 

要検討  0項目 

達    成   1項目 

概ね達成   1項目 

未 達 成   2項目 

概ね順調 

5点 

4/4(100%) 

2点 

2/4(50%) 
7点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校間連携推進事業】 

幼小中義特の教頭（1回）、幼小中義

特の教務主任（1回）を対象に研修会を

実施しました。学びの接続や連携につ

いての実践紹介や参加者同士の意見交

換を行うほか、連携活動の効果を検証

することで、学校間の連携を推進しまし

た。 

良好 

幼小中の各教育の接続について協議を行

い、連携の充実を図っていきます。目指す子

ども像の共有や統一した学習ルールの確立

などの教育内容の連携を目指し、年間 2回の

研修会を有効に活用していきます。 

【交流人事】 

葛南教育事務所管内 5 市において、

校種・教科・性別・年齢・経験年数等に基

づく、3 年間の人材交流を実施しまし

た。 

良好 

他市での勤務を経験した帰還者は、学年主

任や教務主任を務めるなど学校の中心と

なって活躍しており、交流人事は学校組織の

活性化と教職員の資質向上につながってい

ます。人事交流の成立が希望者の 2割程度と

なっているため、今後は、他市との協議を重

ね、割合を増やせるように努めていきます。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、アプローチカリキュラム・スタートカリキュラムの実

施・活用により幼少の接続が図られるとともに、義務教育学校や小中一貫型小学校・中学校での

小中一貫教育の取組が進んでいることから、施策の実現に向けて概ね順調に進捗しています。 

今後は、学校間の教育の接続について研修会での協議を重ねるなど、小小、小中の学校間の

連携をより推進します。 
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【方針１】目標１ 確かな学力の育成 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

7 

アプローチカ

リキュラム・

スタートカリ

キュラムの実

施・活用状況 

アプローチ 

カリキュラム 

幼稚園 

保育園 
（公立のみ） 

100%     達成 
各 

アプローチカリ

キュラム実施調査

アンケート（指） 

スタート 

カリキュラム 
小学校 89%     概ね達成 

各 
スタートカリキュ

ラム実施調査アン

ケート（指） 

8 

「近隣等の中学校（小学

校）と、教科の教育課程

の接続や、教科に関する 

共通の目標設定など、教

育課程に関する共通の取

組を行った」と回答する

学校の割合 

小学校 54%     未達成 学 

中学校 43%     未達成 学 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【義務教育学校設置事業】 

東国分爽風学園では代表委員会と生

徒会の交流活動、信篤三つ葉学園では

乗入れ授業等の小中連携した取組を実

施しました。また、これまでの取組の成

果と課題等を整理した上で、今後の小

中連携を推進するための取組方針を共

有しました。 

良好 

東国分爽風学園については、小中及び小小

連携の取組を進めるとともに、学園の在り方

について具体的な検討を進めていきます。 

信篤三つ葉学園については、これまでの小

中一貫教育の成果と課題等を踏まえた取組

を検討し、実施していきます。 

【アプローチカリキュラム・スタートカリ

キュラム研修事業】 

7 月に幼児教育施設注 1・小学校の管

理職を対象に幼小連携に関する研修会

を行いました。130 園の参加があり、教

育目標や期待する子ども像を共有し、

幼小連携の重要性について考えること

で、幼小の連携の意識醸成を図りまし

た。 
注 1 ： 幼児教育施設・・・公私立幼稚園・公私立保育

園・こども園 

良好 

アプローチカリキュラム・スタートカリキュ

ラムから架け橋期（義務教育開始前後の 5歳

児から小学校 1年生の 2年間）のカリキュラ

ムの作成に向けて、年 2回の研修会を実施

し、幼小連携を推進していきます。 
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【方針１】目標２ 豊かな心の育成 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

▶ 施策 4 道徳教育・人権教育の充実  

特別の教科 「道徳」を中心に、学校の教育活動全体を通じた道徳教育の質の向上を

図り、命を大切にする心やお互いを認め合う心、協調する力、規範意識等の道徳性を身

に付け高めます。 

児童生徒一人ひとりが人権の意義やその重要性について正しい知識を身に付けると

ともに、自分の大切さとともに他の人の大切さを認め、人権上の問題に対して改善点

を見出し、人権への配慮が態度や行動に現れるよう人権教育を進めます。 

いじめは重大な人権侵害であり、決して許されることではありません。いじめをしな

い、させない、許さないなど、他人を思いやるあたたかい心を育成し、いじめの未然防

止に努めます。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  4項目 

要検討  0項目 

達    成   2項目 

概ね達成   4項目 

未 達 成   2項目 

順  調 

5点 

4/4(100%) 

3点 

6/8(75%) 
8点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学習支援推進事業】 

各学校において「開かれた教育」のもと、保

護者や地域の方が授業で、指導・支援する機

会を設けました。また、より専門的な講師を招

いた「人権教室」を実施しました。 

良好 

人権への配慮や態度が行動に現れる

ことから、人権教室を行う学校を増やし

ていきます。また、地域の方々との情報

共有や協力体制を充実させ、新たな人

材の発掘や教材開発に努めていきま

す。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、研修会において教職員に対し授業改善を促すととも

に、学習支援推進事業での保護者・地域の方による児童生徒への指導・支援を通して、多方面か

ら道徳教育の推進が図られたことから、施策の実現に向けて順調に進捗しています。 

今後も、道徳教育における授業改善や人権教室を行う学校を増やすなど、道徳教育・人権教

育の充実を図るとともに、いじめの未然防止に努めます。 
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【方針１】目標２ 豊かな心の育成 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

9 

「自分には、よいところが

あると思う」と回答する

児童生徒の割合 

児童 

（小 6） 
84%     概ね達成 学 

生徒 

（中 3） 
82%     概ね達成 学 

10 

「いじめはどんな理由が

あってもいけないことだ

と思う」と回答する児童

生徒の割合 

児童 

（小 6） 
95%     達成 学 

生徒 

（中 3） 
94%     達成 学 

11 

「自分と違う意見につい

て考えるのは楽しい」と

回答する児童生徒の割

合 

児童 

（小 6） 
70%     未達成 学 

生徒 

（中 3） 
73%     未達成 学 

12 

「先生は、あなたのよい

ところを認めてくれてい

ると思う」と回答する児

童生徒の割合 

児童 

（小 6） 
86%     概ね達成 学 

生徒 

（中 3） 
88%     概ね達成 学 

 

【参考】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

3 いじめの解消率 

児童 

（小 1～小 6） 
79%     

各 
児童生徒の問題行動・不登校等生徒

指導上の諸課題に関する調査（指） 

中学校 

（中 1～中 3） 
81%     

各 
児童生徒の問題行動・不登校等生徒

指導上の諸課題に関する調査（指） 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【道徳教育推進事業】 

道徳教育推進教師及び希望者を対象に「道

徳研修会」を実施し、授業力向上につなげま

した。 

良好 

道徳教育推進教師を対象に、「考え議

論する道徳」の授業の在り方や評価に

関する道徳教育研修会を開催するとと

もに、そこで得た情報や知識を各学校

の教職員に周知していきます。 

【教職員等研修事業】 

道徳教育推進教師を対象に、道徳教育や人

権教育に関する研修会を 2回実施しました。

また、学校訪問や要請訪問において、授業の

工夫改善についての助言を行いました。 

良好 

学校全体で道徳教育の取組が充実す

るよう、各学校において一層「考え・議

論する道徳」が展開できる授業改善を

促していきます。 

【学校支援実践講座事業】 

地域支援者との交流会を 7月～2月にか

けて市内 27校（小学校 22校、中学校 5校）、

112 学級において実施しました。 

地域支援者に向けた講座(教育講演会)を

6月、7月、1月に計 3回実施し、地域支援者

の能力育成を図りました。保護者に対しても

実践講座事業の周知・実施を行うことで、支

援者の幅を広げることができました。 

良好 

周知の範囲を広げ、講座受講者の増

加及び地域支援者としての能力育成を

図ります。 

地域学校協働活動推進員との連携を

図りながら、今後も地域学校協働本部

を主体とする交流会の実施を促してい

きます。 
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【方針１】目標２ 豊かな心の育成 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

▶ 施策 5 読書活動の充実 

感性を豊かにし、想像力を高められるよう、家庭や地域と連携して幼児期からの読書

活動（様々な本、図鑑、新聞、雑誌等を読んだり、何かを調べるためにこれらを読んだりす

ること）を推進し、読書環境の整備を進めます。 

園や学校で図書資料を活用した多様な読書活動、学習活動を通して、生涯にわたっ

て、読書に親しみ、読書を楽しむ習慣を確立していきます。 

また、図書を活用した学習活動の充実のため、学校図書館相互や公共図書館とのネッ

トワークを発展させるとともに、デジタル社会に対応した図書館資料の整備を進めます。 

施策の評価 やや遅れあり 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  3項目 

要検討  0項目 

達    成   0項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   4項目 

やや遅れあり 

5点 

3/3(100%) 

0点 

0/4(0%) 
5点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校図書館支援事業】 

新規採用や異動した学校図書館司書のいる

学校を中心に学校訪問を実施し、指導助言を

行いました。また、学校図書館通信を定期的に

発行し、各学校の取組を紹介することで、学校

図書館への支援を行いました。 

良好 

子どもの読書離れの課題を解

決するための効果的な取組を検

証し、実施していきます。 

評価の振り返り 

学校図書館への訪問や読書教育に関する研修会により、市内各学校への読書活動を充実さ

せるためのアプローチを着実に行っているものの、成果指標はいずれも未達成であるため、施

策の実現に向けてやや遅れがあります。 

今後は、読書教育推進校を中心とした市全体への読書教育推進や学校図書館の支援を行う

など、読書に親しむ児童生徒の育成を図ります。 
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【方針１】目標２ 豊かな心の育成 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

13 
「読書は好きです」と回

答する児童生徒の割合 

児童 

（小 6） 
67％     未達成 

各 
独自アンケート

（総） 

生徒 

（中 3） 
64％     未達成 

各 
独自アンケート

（総） 

14 

「学校の授業時間以外

に、普段（月曜日から金

曜日）、読書（電子書籍の

読書も含みます。教科書

や参考書、漫画や雑誌は

除きます。）を 1 日当た

り、全くしない」と回答す

る児童生徒の割合 
 

（0％を目指す指標である） 

児童 

（小 6） 
20％     未達成 

各 
独自アンケート

（総） 

生徒 

（中 3） 
31％     未達成 

各 
独自アンケート

（総） 

 
 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校司書設置事業】 

読書教育を推進するための研修を 9回開催

しました。また、学校図書館や図書資料を活用

した授業の参観や授業への支援の方法を話し

合うことで、学校図書館を活用した授業づくり

の推進を図りました。 

良好 

読書教育推進校の 8校を中心

に、学校図書館を活用した授業を

広め、市全体の読書教育を推進し

ていきます。 

【小学校・中学校図書館資料整備事業】 

学校図書館資料の充実を図るため、読書を

通じて豊かな情操を育むことができる図書や、

学習内容に合った図書を購入し、図書館資料を

整備しました。 

良好 

子どもの育成につながる蔵書

の購入を行い、学校図書館の整

備を進めます。 

19



【方針１】目標２ 豊かな心の育成 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 6 体験活動・交流活動の充実 

子どもが年齢や世代を超えた人々と交流し、様々な体験ができるよう、ボランティアや

福祉体験、集団宿泊、自然体験、文化芸術の鑑賞など、体験活動の充実を図ります。 

また、地域の方々との交流や職場体験、起業体験などを支援します。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  6項目 

要検討  0項目 

達    成   0項目 

概ね達成   2項目 

未 達 成   0項目 

順  調 

5点 

6/6(100%) 

5点 

2/2(100%) 
10点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学習支援推進事業】 

地域の農業従事者から農作物と自然との関わ

りについて学習するほか、「まちたんけん」を通し

て地域の自然について、学習する機会を提供する

ことができました。また、学校の特色を生かし、年

齢や世代を超えた様々な交流・体験活動の実施に

より、学習支援を推進しました。 

良好 

交流・体験活動を継続して行

うとともに、農業だけでなく各

学校の特色を生かした活動の創

出や、漁業や林業など幅広い分

野での学習活動の実施などを

検討していきます。 

【学校情報化研究事業】 

毎年端末の導入、置き換えを計画的に進め、交

流活動の基盤となる学習用端末の整備を行いま

した。 

良好 

導入より 5年を経過する端末

もあるため、継続して端末の置

き換えを行っていきます。 

評価の振り返り 

成果指標はいずれも高い評価であり、交流活動の基盤となる学習用端末の整備を行うととも

に、学校や市内社会施設にて様々な機会を通じて子どもたちの体験活動や交流活動を実施する

ことができたことから、施策の実現に向けて順調に進捗しています。 

 今後も、地域の特色を生かし、子ども・保護者・地域への体験・交流活動を実施するとともに、

学習用端末等の環境整備を行うなど、体験活動・交流活動の充実を図ります。 
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【方針１】目標２ 豊かな心の育成 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

15 

「学校では、体験活動

や交流活動をしてい

る」と回答する児童生

徒の割合 

児童 

（小 5～小 6） 
86%     概ね達成 保 

生徒 

（中 1～中 3） 
81%     概ね達成 保 

 
 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【コミュニティクラブ事業】 

各ブロックにおいて、ハイキングやキャンプ、釣り

などの野外活動、茶道体験や囲碁将棋、フラワーア

レンジメント教室などの文化芸術体験、行徳寺町散

歩や太巻き祭り寿司など地域に根付いた文化を知

る活動を行いました。ブロックごとに創意工夫を凝

らした活動を行い、地域の振興を図りました。 

良好 

各ブロックのコミュニティクラ

ブにおいて、地域で様々な活動

に関わる人々が連携し、活動を

広げようとする動きが出てきて

います。今後も、地域の特性や

人材を生かした活動を行うこと

ができるよう取り組みます。ま

た、取組の認知度を高めるた

め、事業の周知方法を検討しま

す。 

【体験学習事業（農業・稲作体験）】 

市内在住、在学の小学生とその家族を対象に、農

業・稲作体験を 12 回開催し（58世帯 196人参加）、

体験学習の推進を図りました。 

良好 

子どもたちに、貴重な経験を

提供できるよう、農業・稲作体

験を継続していきます。 

【少年自然の家主催事業】 

 以下の体験学習を実施しました。 

○「チャレンジャー・スクール」5回（小学 4～6年生） 

○「竹細工工房」          1回（小学 4年生以上） 

○「ザ・チャレンジ！自由研究」      1回（小学生） 

○「親子お月見の会」、「親子宿泊体験」、「親子で火

を囲もう」      各 1回（小中学生を含む親子） 

○「親子冬の天体観望会」 

2回（小中学生を含む親子） 

○「プラネタリウムコンサート」  1回（小学生以上） 

良好 

子どもやその保護者が様々な

体験をできるよう、体験学習の

企画・実施を行います。 

【家庭や地域と連携した環境学習の推進】 

総合的な学習の時間や特別活動において、各教

科の内容や各学校の実態、地域の特性に合わせた

環境学習を実施しました。 

良好 

各学校の実態や地域の特性

に応じて、各教科領域において

必要な環境学習を実施していき

ます。 
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【方針１】目標３ 健やかな体の育成 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

▶ 施策 7 望ましい生活習慣を身に付ける取組の推進 

健全な生活習慣を身に付けるために、検診や調査に基づき、一人ひとりの実態に応じ

た指導・支援を行います。 

また、家庭・園・学校が一体となって、「早寝・早起き・朝ごはん」などの生活習慣を身に

付ける取組を進めます。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  3項目 

要検討  0項目 

達    成   0項目 

概ね達成   2項目 

未 達 成   1項目 

順  調 

5点 

3/3(100%) 

3点 

2/3(67%) 
8点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【ヘルシースクール注 1推進事業】 

各学校で子どもたちへ健康について自ら考

え行動し、体力の向上、生活習慣・食生活の改

善を図ることができる取組を啓発し、ヘルシー

スクールを推進しました。 
 

注 1 ： ヘルシースクール・・・子どもたちが健康について自ら考

え行動し、体力の向上、生活習慣・食生活の改善を図ることがで

きるようにする取組。 

良好 

体力向上、生活習慣・食生活の改

善を図るため、望ましい生活習慣の

大切さを児童生徒及び保護者へさ

らに啓発していきます。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、各学校でのヘルシースクールプランの取組や検診実

施に対する指導・支援など、生活習慣を身に付ける取組を進めたことから、施策の実現に向けて

順調に進捗しています。 

今後も、児童生徒及び保護者への啓発や、各種検診の効果的な事業展開を目指すなど、望まし

い生活習慣を身に付ける取組を推進します。 
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【方針１】目標３ 健やかな体の育成 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 

出典 

（調査名

等） R6 R7 R8 R9 R10 

16 

※ 

小児生活習慣病予防検

診の児童の有所見率 
 

（肥満傾向児(肥満度 20％以上)

／小学校 5年生児童） 

児童 

（小 5） 
10%     

未達成 
 

目標値は 9%である

ため、実績値の評価

は「未達成」とする。 

各 
すこやか検

診結果（保） 

17 

「毎日、同じくらいの時

刻に寝ている」と回答す

る児童生徒の割合 

児童 

（小 6） 
81%     概ね達成 学 

生徒 

（中 3） 
80%     概ね達成 学 

 

【参考】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

4 

毎日の就寝時間 

 

1．9時前 

2．9～10時 

3．10～11時 

4．11～12時 

5．12時過ぎ 

児童 

（小 1～小 6） 

1＝17.7% 

2＝55.6% 

3＝20.4% 

4＝ 4.7% 

5＝ 1.6% 

    
各 

ライフスタイル

調査（保） 

生徒 

（中 1～中 3） 

1＝ 2.4% 

2＝19.3% 

3＝36.1% 

4＝28.4% 

5＝13.8% 

    
各 

ライフスタイル

調査（保） 

5 

毎日の起床時間 

 

1．6時前 

2．6時～6時半 

3．6時半～7時 

4．7時～7時半 

5．7時半過ぎ 

児童 

（小 1～小 6） 

1＝10.2% 

2＝29.4% 

3＝41.4% 

4＝17.2% 

5＝ 1.8% 

    
各 

ライフスタイル

調査（保） 

生徒 

（中 1～中 3） 

1＝18.5% 

2＝31.9% 

3＝28.6% 

4＝18.1% 

5＝ 2.9% 

    
各 

ライフスタイル

調査（保） 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【小児生活習慣病予防検診】 

小学 5 年生と前年度有所見者のうち希望者

を対象とし、2300 人の血液検査を含めた 1 次

検診を実施しました。有所見のうち希望者を対

象とし、50 人の健康指導を含めた 2 次検診を

実施しました。 

良好 

すこやか検診※2について専門医と

検討会を持つことにより、事業の見

直しを行い、より効果的な事業展開

を目指していきます。 
 

注 2 ：すこやか検診・・・小児生活習慣病予防検診。

血液検査や身長・体重・血圧等の測定を行う。 

【すこやか口腔検診】 

希望した小学校 5 校のうち、小学 5 年生（一

部 6 年生を含む）400 人を対象として、歯科医

師による指導及び唾液量唾液細菌検査・味覚

検査等を実施しました。 

良好 

すこやか口腔検診※3について専門

医と検討会を持つことにより、事業

の見直しを行い、より効果的な事業

展開を目指していきます。 
 

注 3 ：すこやか口腔検診・・・歯科医師による指導

及び唾液量唾液細菌検査・味覚検査等を行う。 
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【方針１】目標３ 健やかな体の育成 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

▶ 施策 8 食育の推進 

望ましい食習慣を身に付けるために、調理実習や農業体験などの体験的な活動を通し

て、食と健康に関する興味関心を高めます。また、食品の安全性などの知識を習得し、食

に関する自己管理能力の育成を推進します。さらに、給食の時間をはじめ、授業や委員

会活動などに栄養教諭や学校栄養職員が積極的に関わり、「食」に関する指導の全体計

画のもと、学校教育活動全体で取り組むとともに、家庭と連携して望ましい食習慣を身

に付ける取組を進めます。 

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  3項目 

要検討  0項目 

達    成   2項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   2項目 

概ね順調 

5点 

3/3(100%) 

2点 

2/4(50%) 
7点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【ヘルシースクール推進事業】 

各学校の食に関する指導の全体計

画の作成と各教科及び給食の時間を

中心とした食に関する指導を啓発す

ることで、ヘルシースクールを推進し

ました。 

良好 

各学校のホームページや給食だより、市

公式ホームページ等で食育に関する情報提

供を行い、家庭と連携した取組を進めます。 

児童生徒が望ましい食習慣を身に付ける

ために自ら食に関心を持ち、からだと心の

健康のために食することができるよう、食

育推進の取組を行っていきます。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、各学校にて食に関する全体計画をもとに児童生徒へ

の食育を行うとともに、学校給食を通じた食育の推進が図られたことから、施策の実現に向けて

概ね順調に進捗しています。 

今後は、食に関するヘルシースクールの取組とともに家庭との連携を推進するなど、児童生徒

が食への興味関心を高められるよう取り組みます。 
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【方針１】目標３ 健やかな体の育成 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

18 

「食事のとき好き嫌いを

しないようにしている」

と回答する児童生徒の

割合 

児童 

（小 6） 
52%     未達成 

各 
ライフスタイル 

調査（保） 

生徒 

（中 3） 
61%     未達成 

各 
ライフスタイル 

調査（保） 

19 

「朝食を 1 週間にまった

く食べない」と回答する

児童生徒の割合 
 

（0%を目指す指標である） 

児童 

（小 6） 
 2%     達成 

各 
ライフスタイル 

調査（保） 

生徒 

（中 3） 
 4%     達成 

各 
ライフスタイル 

調査（保） 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校給食運営事業】 

学校給食検討委員会にて、現代の子ど

もの食生活の課題から必要な食育を検

討し、学校における食育を推進しました。  

良好 

学校給食検討委員会で食に関する環

境整備や食育推進について広く意見交

換をしたことをもとにして、市川市の学

校での食育を推進していきます。 

【教職員等研修事業】 

各学校での食育を推進するため、栄養

教諭・学校栄養職員研修会を 4 回、給食

主任と栄養教諭・学校栄養職員の合同研

修会を 1回、給食従事者研修会を 1回実

施しました。 

良好 

各学校での食育を推進するため、栄養

教諭・学校栄養職員への研修会を実施し

ます。 
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【方針１】目標３ 健やかな体の育成 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 施策 9 運動やスポーツに親しむ機会の充実   

生涯を通じて健康な生活を送れるよう、関係部署や関係機関と連携し、子どもが運動

やスポーツに親しむ機会を充実させます。 

施策の評価 やや遅れあり 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  3項目 

要検討  0項目 

達    成   0項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   4項目 

やや遅れあり 

5点 

3/3(100%) 

0点 

0/4(0%) 
5点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【ヘルシースクール推進事業】 

各学校の「体力づくり」に関する指導の目標に、

運動や体育が好きな児童生徒を増やすための取

組を検討するよう指導することで、ヘルシース

クールを推進しました。 

良好 

各学校が実施した取組について

の成果と課題について、体育主任

研修会等で共有する機会を設けま

す。また、取組が顕著な学校を取

材し、ヘルシースクールだより等で

各学校に周知します。 

評価の振り返り 

各学校へのヘルシースクールの取組の周知や体力づくりの推進、体育授業の企業との連携な

どの新たな取組を行ったものの、成果指標の評価はいずれも未達成であるため、施策の実現に

向けてやや遅れがあります。 

今後は、体力づくりに関するヘルシースクールの取組など、児童生徒がスポーツに親しむ機会

の充実を図ります。 
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【方針１】目標３ 健やかな体の育成 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

20 

「大人になってもスポー

ツをしたいと思う」と回

答する児童生徒の割合 

児童 

（小 6） 
74%     未達成 

各 
ライフスタイル 

調査（保） 

生徒 

（中 3） 
71%     未達成 

各 
ライフスタイル 

調査（保） 

21 

「日頃から運動やスポー

ツに親しんでいる」と回

答する児童生徒の割合 

児童 

（小 5～小 6） 
71%     未達成 保 

生徒 

（中 1～中 3） 
72%     未達成 保 

 
【参考】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

6 
新体力テストの総合得点 

Tスコア注１ 

児童（男子） 47     
各 

新体力テスト（保） 

児童（女子） 47     
各 

新体力テスト（保） 

生徒（男子） 47     
各 

新体力テスト（保） 

生徒（女子） 47     
各 

新体力テスト（保） 

注 1 ： Tスコア・・・偏差値のことで、全国平均値を 50とした場合の市平均値を示している。 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【体力向上推進事業】 

児童生徒の体力の現状と推移について校長へ

の勉強会を行い、体力向上について今後の方向

性を考える機会を設けました。また、体育授業の

充実を図るため、企業と連携した体育授業を実

施することで、児童の体力向上を図りました。 

良好 

令和 6 年度の児童生徒の体力の

現状について分析し、成果と課題

を明確にします。体力が向上してい

る学校を取り上げ、ヘルシースクー

ルだより等で周知することで、市全

体の体力向上の推進を図ります。 

【教職員等研修事業】 

若年層研修として、小学校 2・3 年目教職員を

対象として、体育実技研修会や小学校体育教科

指導員事業を実施しました。体育主任研修会で

は、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

た演習を行い、体育について深く考える機会と

なりました。 

良好 

若年層教職員の育成を図るた

め、研修の充実を図ります。また、

任意の研修である「授業力向上応

援プロジェクト」が活用されるよう

に教職員に周知を行います。 
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【方針１】目標４ 社会の変化に対応できる資質・能力の育成 

 
 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 
 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 施策 10 社会的・職業的自立 

子ども一人ひとりが自分らしい生き方を実現していくキャリア発達を促進するため

に、社会的・職業的な自立に向けて必要となる基礎的な能力や態度を、教育活動全体を

通じて育成します。外国人児童生徒にも適切に進路を選択できるよう、進路指導を丁寧

に行います。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  2項目 

要検討  0項目 

達    成   2項目 

概ね達成   1項目 

未 達 成   1項目 

順  調 

5点 

2/2(100%) 

3点 

3/4(75%) 
8点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校支援推進事業】 

学習支援として、各学校において、様々な職業

に従事している方々を招き、仕事に関する講話や

体験活動等を子どもたちに教える機会を設定しま

した。これにより、子どもたちは、これまで知らな

かった職業の詳細な情報を得ることができまし

た。 

良好 

職業に関する講話を聞くとと

もに、体験活動等を行うことに

よって、子ども一人ひとりが自分

らしい生き方を考えることができ

るよう、地域と企業の連携をさら

に推進していきます。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、様々な職業に従事する方々から話を聞き、キャリア・

パスポートを活用した振り返りを通じてキャリア発達の促進が図られたことから、施策の実現に

向けて順調に進捗しています。 

今後も、地域と企業との連携やキャリア教育を推進するなど、子ども一人ひとりの社会的・職

業的自立を図ります。 
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【方針１】目標４ 社会の変化に対応できる資質・能力の育成 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

22 

「将来の夢や目標を持っ

ている」と回答する児童

生徒の割合 

児童 

（小 6） 
82%     概ね達成 学 

生徒 

（中 3） 
65%     未達成 学 

23 

「人の役に立つ人間にな

りたいと思う」と回答す

る児童生徒の割合 

児童 

（小 6） 
94%     達成 学 

生徒 

（中 3） 
93%     達成 学 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【進路学習事業】 

キャリア・パスポート注 1 を活用し、目標や夢の記

録を振り返るとともに、自分の将来の展望につい

て考える機会を作ることを通して、進路学習を行

いました。 

 

注 1： キャリア・パスポート・・・児童生徒が、小学校から高等学校まで

のキャリア教育に関わる諸活動について、特別活動の学級活動及び

ホームルーム活動を中心として、各教科等と往還し、自らの学習状況

やキャリア形成を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や成

長を自己評価できるように工夫されたポートフォリオのこと。 

 

良好 

各学校における、キャリア教育

の推進及び進路指導の充実に向

け、先進的な取組や実践例、指導

方法を各学校に周知していきま

す。 
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【方針１】目標４ 社会の変化に対応できる資質・能力の育成 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

 

 

▶ 施策 11 社会参画意識の醸成  

特別活動や社会科を中心に主権者教育に取り組み、社会の出来事に興味・関心を持っ

たり、防災教育、環境学習などを通して、市川を中心とした地域の自然のありさま、歴史

の歩みを学んだりすることによって、地域や社会の特色を理解し、主体的に地域や社会

の形成に参画する意識を醸成します。 

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  4項目 

要検討  0項目 

達    成   0項目 

概ね達成   1項目 

未 達 成   3項目 

概ね順調 

5点 

4/4(100%) 

1点 

1/4(25%) 
6点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【社会科副読本等製作事業（郷土学習情報化 

研究員会議）】 

社会科副読本「わたしたちの市川」の内容の

確認、数値データの更新等を行いました。また

指導解説資料の内容の確認及び改訂を行いま

した。 

良好 

掲載内容の精選について検討を

重ね、児童・教職員が活用しやすい

副読本の作成に努めます。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、学校行事や社会科副読本の更新、考古博物館による

学校巡回展などにより、児童生徒の地域や社会へ参画する意識を醸成したことから、施策の実

現に向けて概ね順調に進捗しています。 

今後は、特別活動や社会科を中心とした主権者教育に取り組むなど、児童生徒がより主体的

に地域や社会へ参画する意識の醸成を図ります。 
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【方針１】目標４ 社会の変化に対応できる資質・能力の育成 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

24 

「地域や社会をよくする

ために何かしてみたいと

思う」と回答する児童生

徒の割合 

児童 

（小 6） 
78%     未達成 学 

生徒 

（中 3） 
72%     未達成 学 

25 

「あなたの学級では、学級

生活をよりよくするため

に学級会（学級活動）で話

し合い、互いの意見のよ

さを生かして解決方法を

決めている」と回答する

児童生徒の割合 

児童 

（小 6） 
78%     未達成 学 

生徒 

（中 3） 
82%     概ね達成 学 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【博物館展示・教育普及事業】 

 下記のとおり博物館展示と教育への普及活

動を行いました。 

○考古博物館  

入館者数 （16,761人） 

常設展示 （15,295人） 

学校巡回展   5校（2,936人） 

縄文体験学習 18校（1,451人） 

○歴史博物館 

入館者数 （21,164人）  

外部サービス（出張講座等）利用者 （442人） 

○自然博物館 

入館者数 （131,041人）  

外部サービス利用者  （4,048人） 

良好 
博物館展示及び教育への普及活

動を進めます。 

【公民館主催講座活動事業】 

警察による交通安全講座や税務署による確

定申告講座、エコライフ講座やスマートフォン講

座等、地域や社会での暮らしやすさ向上につな

がる講座を実施しました。 

良好 

庁内外の機関と連携して講座を企

画するとともに、土日やオンライン

等、受講しやすい形式での開催を検

討します。 

【防災教育推進事業】 

「防災教育の日」に防災朝会（集会）を実施す

るとともに、シェイクアウト基本行動訓練などを

行うことで、防災に対する意識の醸成を図りま

した。 

良好 

各学校において、防災意識を向上

させる取組を継続するとともに、防

災関連の点検項目を明確化し、毎月

11 日の安全点検日に施設設備の安

全点検を続けていきます。 

31



【方針１】目標４ 社会の変化に対応できる資質・能力の育成 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 12 グローバル人材育成 

外国語への興味・関心を高め、外国語を活用したコミュニケーション能力を育成するた

め、外国語活動や外国語教育の内容充実を図るとともに、学びの連続性が図られるよう、

小中学校の連携を強化します。 

また、多角的な視点をもって主体的に行動できるように、外国や地域の歴史・文化・生

活習慣を学ぶ機会を充実させます。 

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  5項目 

要検討  0項目 

達    成   1項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   4項目 

概ね順調 

5点 

5/5(100%) 

1点 

1/5(20%) 
6点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【小学校外国語活動推進事業 

（小学校外国語活動指導員の派遣）】 

外国語活動指導員 39人の派遣を通じ、外国語

活動及び外国語における学習支援を行いました。

また、外国語活動指導員と小学校外国語専科教員

の指導力向上のための研修を行いました。 

良好 

外国語活動指導員等を効果的に

活用し、児童生徒が外国語を使っ

てコミュニケーションすることを楽

しむこと、自分の考えなどを外国語

で主体的に発信する力を育成して

いきます。また、学習指導要領に

沿った授業改善や言語活動等の充

実によって、外国語活動を推進して

いきます。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、外国語活動指導員の全小学校への派遣、外国語指導

助手（ALT）の全中学校・義務教育学校への配置などを通して外国語活動・外国語教育の充実を

図るとともに、公民館において国際理解につながる講座を実施したことから、施策の実現に向け

て概ね順調に進捗しています。 

今後は、外国語活動指導員や ALT の配置による授業展開など、児童生徒の外国への興味・関

心が高まるよう取り組みます。 
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【方針１】目標４ 社会の変化に対応できる資質・能力の育成 

 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 
指標の 

対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

26 

※ 

英語力について、中学校卒

業段階で CEFR 注１の A 1 

レベル相当以上の英語力

を有すると思われる中学

生の割合 

生徒 

（中 3） 
63%     

達成 
 

千葉県の目標値は 

60%であるため、 

実績値の評価は 

「達成」とする。 

各 

調査（指） 

27 

「外国の人と友達になった

り、外国のことについて

もっと知ったりしてみたい

と思う」と回答する児童生

徒の割合  

児童 

（小 6） 
69%     未達成 

各 
独自アン

ケート（総） 

生徒 

（中 3） 
71%     未達成 

各 
独自アン

ケート（総） 

28 

「日本やあなたが住んでい

る地域のことについて、外

国の人にもっと知ってもら

いたいと思う」と回答する

児童生徒の割合 

児童 

（小 6） 
72%     未達成 

各 
独自アン

ケート（総） 

生徒 

（中 3） 
65%     未達成 

各 
独自アン

ケート（総） 

注１ ： CEFR・・・「Common European Framework of Reference for Languages」の略称で、欧州評議会（Council of Europe）

が示す、外国語学習や教授等のためのヨーロッパ言語共通参照枠を言う。CEFRの A1 レベルは実用英語技能検定では 3級に

相当する。 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【外国語指導助手（ALT）派遣事業】 

外国語指導助手（ALT）を中学校、義務教育学校

に各 1人ずつ配置し、生徒の英語のコミュニケー

ションの育成を図りました。また、小学校や特別支

援学校にも派遣を行うことで、ネイティブの英語に

触れ合う機会を創出しました。 

良好 

外国語指導助手（ALT）の必要な

配置を行うとともに、定期的に研

修を行うことで、外国語指導助手

の指導力向上に努めていきます。 

【国際理解教育の推進】 

ＡＬＴとのティームティーチングを通じて、英語

を学びながら国際的感覚や視野を広げる授業を

展開し、国際理解教育の推進を図りました。 

良好 

各教科・領域と関連させて、国際

的な視野の育成を進めていきま

す。 

【公民館主催講座活動事業】 

世界の国旗や地理を学ぶ講座や、英語や中国語

等の語学講座、世界の料理教室、オペラ、馬頭琴

の演奏会、K-POPダンス等、世界の文化に親しむ

講座を実施しました。 

良好 

多彩な講座を企画するととも

に、土日やオンライン等、受講しや

すい形式での開催を検討します。 

【青少年教育国際交流事業】 

市内中学校の生徒 16 人と、メートヒェン・レア

ルシューレ校（パートナーシティであるドイツ連邦

共和国ローゼンハイム市内の学校）の生徒 16 人

が、それぞれの国を訪れ、ホームステイやスクーリ

ングを通し、国際理解教育の推進と日独友好関係

の推進を図りました。 

良好 

中学生海外派遣事業・受入事業

を継続することで、国際理解教育

の推進を図ります。 
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【方針２】目標５ ICT の活用推進 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 13 児童生徒の情報活用能力の向上   

学習におけるＩＣＴ活用の日常化を進めるとともに、学習の基盤となる資質・能力であ

る情報活用能力を教科横断的な視点で育みます。 

また、情報モラル教育を推進し、情報技術を適切かつ効果的に活用する力、情報社会

に主体的に参画しようとする態度を育みます。 

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  5項目 

要検討  0項目 

達    成   2項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   2項目 

概ね順調 

5点 

5/5(100%) 

2点 

2/4(50%) 
7点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【教職員等研修事業】 

夏季研修会に加え、ＩＣＴ支援員によるミニ

研修会、ＩＣＴ支援レポートによる事例紹介を

行うことで、教職員の情報活用能力の向上を

図りました。 

良好 

教職員のＩＣＴ機器を使った授業力・

指導技術の向上のために夏季研修会

とともにＩＣＴ支援員によるミニ研修

会、ＩＣＴ支援レポートによる事例紹介

を実施していきます。 

【学校図書館支援事業】 

図書館支援通信において、学校図書館での

ICT活用実践例を紹介し、学校図書館の支援

を図りました。 

良好 

図書館支援通信による学校図書館

への周知を継続するとともに、学校図

書館にて学習用端末での調べ学習が

行えるよう、ルータを各学校 5 台配付

します。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、教職員へのＩＣＴ活用研修会や、児童生徒と保護者へ

のインターネットトラブル防止授業の実施などにより、情報技術を適切に活用する力を養えたこ

とから、施策の実現に向けて概ね順調に進捗しています。 

今後は、研修等により教職員の ICTを使った授業力を向上させるなど、児童生徒の ICT活用

の日常化を図ります。 
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【方針２】目標５ ICT の活用推進 

 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評点 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

29 

「毎日の学習で、タブ

レットを活用してい

る」と回答する児童生

徒の割合 

児童 

（小 5～小 6） 
78%     未達成 保 

生徒 

（中 1～中 3） 
55%     未達成 保 

30 

「学習の中で PC・タブ

レットなどの ICT機器

を使うのは勉強の役

に立つと思う」と回答

する児童生徒の割合  

児童 

（小 6） 
94%     達成 

各 
独自アンケート

（総） 

生徒 

（中 3） 
90%     達成 

各 
独自アンケート

（総） 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【少年補導活動事業（ネットパトロールを含む）】 

千葉県ネットパトロールの結果を全校及び該

当校に報告し、注意喚起を行いました。 

良好 

広報啓発資料を保護者へ配付す

るなど、家庭と連携を図りながら、

インターネットの適正利用を促して

いきます。 

【インターネットトラブル防止出張事業・研修の 

実施】 

小学校、中学校、義務教育学校の児童生徒や

保護者 7,637 人を対象に、インターネットトラブ

ル防止出張授業を 68回実施しました。 

良好 

インターネットトラブル防止出張

授業を実施するとともに、 闇バイ

ト等の最新情報を収集し、周知して

きます。 

【GIGAスクール推進事業】 

文部科学省学校教育ＤＸアドバイザーを招へ

いし、研究主任を対象に「ＮｅｘｔＧＩＧＡ研修会」を

実施しました。 

良好 

研修会の実施や要請訪問におい

て指導助言を行うことで、タブレッ

ト端末を学習のツールとして活用

できるように促していきます。 
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【方針２】目標５ ICT の活用推進 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 14 教育の ICT 環境整備の充実 

校内ネットワーク環境の再構築に取り組み、教育のＩＣＴ環境の充実を図ります。 

また、多様な子どもたちが個性に合った学び方ができるよう、ICT機器を活用できる

環境を整えます。 

施策の評価 やや遅れあり 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  2項目 

要検討  0項目 

達    成   0項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   2項目 

やや遅れあり 

5点 

2/2(100%) 

0点 

0/2(0%) 
5点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校情報化研究事業】 

児童生徒のGIGAスクール環境の維持の

ため、タブレット端末を 3,000台導入し、学校

の情報化を促進しました。 

良好 

リースアップするタブレット端末の

置き換え等を含む、13,800 台の端末

導入を行います。 

【教職員等研修事業】 

教職員のＩＣＴ活用の力量に応じた全 3回

による「タブレット端末の活用研修会」を実施

しました。 

良好 

研修の内容を精選し、同じ内容の研

修会を 2 日間設定するなど、多くの教

職員の活用能力の向上を図ります。 

評価の振り返り 

GIGA スクール環境維持のため、端末の導入や教職員の指導力向上に取り組んだものの、成

果指標はいずれも未達成であるため、施策の実現に向けてやや遅れがあります。 

今後は、端末の置き換えや導入を計画的に行うとともに、研修内容を精選するなど、教育の

ICT環境を整えます。 
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【方針２】目標５ ICT の活用推進 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 

評価 
出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

31 

「ICT環境は使いやすい

状況にある」と回答する

教職員の割合 

教職員 55%     未達成 
各 

ICT機器活用 

アンケート（セ） 

32 ICT 支援員への満足度 教職員 70%     未達成 

各 
ICT利活用支援

業務委託報告書

（セ） 
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【方針２】目標５ ICT の活用推進 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 15 教職員の ICT 活用指導力の向上 

ＩＣＴ活用指導力において学校間や教職員間の水準を維持することはもとより、ＩＣＴ活

用指導力の向上を目指し、教職員研修の充実を図るなど、学校を支援する体制を整えま

す。 

施策の評価 やや遅れあり 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  4項目 

要検討  0項目 

達    成   1項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   4項目 

やや遅れあり 

5点 

4/4(100%) 

0点 

1/6(17%) 
5点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校情報化研究事業】 

教職員の端末活用支援のため「みんな

でタブレット活用」と題し、各学校へ訪問、

授業の実施、指導助言などを行いました。

ICT支援員の月 2回の訪問を実施するほ

か、オンラインでのサポートを開始しまし

た。 

良好 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体的実施という端末活用の目的を

念頭に置き、各学校への訪問を継続して

いきます。 

ICT支援員の派遣回数増について、検

討していきます。 

【教職員等研修事業】〈再掲〉 

教職員のＩＣＴ活用の力量に応じた「タ

ブレット端末の活用研修会 1」、「タブレッ

ト端末の活用研修会 2」、「タブレット端末

の活用研修会 3」を実施しました。 

良好 

研修の内容を精選し、同じ内容の研修

会を 2 日間設定するなど、多くの方に参

加していただくことで、教職員の活用能

力の向上を図ります。 

評価の振り返り 

各学校への授業訪問による端末活用支援や指導用デジタル教科書の全校導入をはじめ、端末

の活用に向けて各学校へ様々な取組を行ったものの、成果指標の評価において 5項目が未達成

であるため、施策の実現に向けてやや遅れがあります。 

今後は、研修等により教職員の授業力を向上させるなど、ICT を個別最適な学びと協働的な

学びの一体化へ生かします。 
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【方針２】目標５ ICT の活用推進 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

33 

教育センターが行ってい

る情報教育に関する研修

会を受けて、「授業で活用

できる」と回答する教職

員の割合 

教職員 99%     達成 
各 

研修会アンケート

（セ） 

34 

児童生徒一人ひとりの特

性や理解度・進度に合わ

せて課題に取り組む場面

での ICT機器の活用頻度 

教職員 

（小） 
66%     未達成 

各 
独自アンケート

（総） 

教職員 

（中） 
57%     未達成 

各 
独自アンケート

（総） 

教職員 

（義） 
56%     未達成 

各 
独自アンケート

（総） 

教職員 

（特） 
65%     未達成 

各 
独自アンケート

（総） 

教職員

（幼） 
29%     未達成 

各 
独自アンケート

（総） 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【GIGAスクール推進事業】〈再掲〉 

文部科学省学校教育ＤＸアドバイザーを

招へいし、研究主任を対象に「ＮｅｘｔＧＩＧＡ

研修会」を実施しました。 

良好 

研修会の実施や要請訪問において指

導助言を行うことで、タブレット端末を指

導のツール、学習のツールとして活用で

きるよう促していきます。 

【指導用デジタル教科書活用推進事業】 

令和 6年度の小学校教科書改訂に伴い、

国語、書写、算数、理科、社会、地図、英語、

図画工作、保健、生活、道徳、家庭の指導者

用デジタル教科書を導入し、市内全校を登

録することにより、活用の推進を図りまし

た。 

良好 

研修会や学校訪問、要請訪問等を通じ

て、指導者用デジタル教科書の活用例を

示しながら活用の推進を図っていきま

す。 

令和 7年度は中学校の指導者用デジタ

ル教科書の登録を確実に行うよう、各学

校に周知していきます。 
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【方針２】目標６ 指導体制・教育環境の整備 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 
 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 16 働き方改革の推進    

教職員が、授業やその準備に集中できる時間や自らの専門性を高めるための時間、児

童生徒と向き合うための時間を十分確保し、本来担うべき業務に専念することにより、

教育の質を高められるよう、校務のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を進めると

ともに、地域学校協働活動推進員と連携し、家庭・地域とそれぞれの役割を共通理解し、

分担することで、多忙化解消を図ります。 

また、教職員の専門性を高めつつ、質の高い教科指導を目指す、ティーム・ティーチン

グや小学校の教科担任制の取組を、働き方改革の観点からも進めます。 

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  5項目 

要検討  1項目 

達    成   3項目 

概ね達成   1項目 

未 達 成   2項目 

概ね順調 

4点 

5/6(83%) 

3点 

4/6(67%) 
7点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【コミュニティ・スクール推進事業】 

小学 1 年生の給食の配膳補助、事故防止のた

めの見守り（特別教室の清掃活動や休み時間の

校庭、水泳学習のプール）、家庭科のミシン縫製

や図工の彫刻刀を使うときの補助など様々な場

面で地域学校協働活動推進員と連携を進め、コ

ミュニティ・スクールの推進を図りました。 

良好 

学校と地域学校協働活動推進員が連

携を図ることにより、教職員のニーズ

を把握し、教職員の多忙化解消となる

よう、地域人材活用のコーディネートを

進めていきます。 

 学校運営協議会でも、教職員の働き

方改革を議題とするなど、地域が担え

る事項についても検討していきます。 

【スクール・サポート・スタッフ事業】 

年間を通じ、市内 54校が延べ 129人のスタッ

フを活用し、児童生徒の安全面に関する取組な

ど、学校への支援を行いました。 

良好 

スクール・サポート・スタッフ業務は令

和 6 年度で終了となるため、令和 7 年

度からは「みらいサポーター※1」として

各学校への支援を行っていきます。 
注 1：みらいサポーター…各学校の状況に応じて、校内

教育支援センターへ通う子どもの見守りや学習のサ

ポート、個別に配慮を要する子どもの支援を行う。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、校務 DX 化や教科担任制の推進をはじめ、教師の働

き方改革へ向けた各事業の実施により、教職員を支える体制や環境整備が進んでいることか

ら、施策の実現に向けて概ね順調に進捗しています。 

今後は、地域との連携を推進するとともに、各学校において「みらいサポーター」による支援を

行うなど、教職員が児童生徒と向き合う時間を確保できるよう取り組みます。 
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【方針２】目標６ 指導体制・教育環境の整備 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 

評価 
出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

35 

「子どもとじっくり向

き合うことができて

いると思う」と回答

する教職員の割合   

教職員（小） 78%     未達成 
各 

独自アンケート（総） 

教職員（中） 74%     未達成 
各 

独自アンケート（総） 

教職員（義） 85%     概ね達成 
各 

独自アンケート（総） 

教職員（特） 95%     達成 
各 

独自アンケート（総） 

教職員（幼） 97%     達成 
各 

独自アンケート（総） 

36 

市川市公立学校の教

職員の 1 か月当たり

の超過勤務時間が

80時間を超えた割合  
（0％を目指す指標である） 

教職員  1%     達成 
各 

超過勤務者月毎報告 

（義） 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校問題対策事業】 

医師、弁護士、大学教授及び人権擁護委員等へ

の相談を年間 21回行いました。また、専門的見地

からの対応が必要な学校や保護者等からの相談

については、専門家からのアドバイスに基づき対

応しました。 

良好 

近年、学校で起こる様々な事件・

事故等の原因やその後の対応が多

様化、複雑化し、学校だけでは解決

が困難な事案が増加しているた

め、事案に応じた専門家の見解を

対応に生かしていきます。 

【学校情報化研究事業】 

校務 DX化を進めるために情報収集を行い、フ

ルクラウド化によるダッシュボードの基盤づくり、

アクセスポイントの追加導入、自動採点システム、

CBTアプリケーション注 2の導入などを検討しまし

たが、予算化には至りませんでした。 
 

注 2：CBTアプリケーション…Computer Based Testing (CBT) を行

うためのソフトウェアやアプリケーションを指します。CBT は、コン

ピュータを使って試験を行う方式で、試験の実施、解答、採点などが

すべてコンピュータで行われる。 

要検討 

CBTアプリケーションの導入に

際し、研修会を事前に実施します。

国の都道府県単位を基本とした共

同調達の枠組みが令和 6年度に示

されたことから、今後導入に向け検

討していきます。 

【業務改善推進事業】 

デジタル文書便の活用を推進するとともに、学

校からの提出書類もデータで提出できるものを増

やし、業務負担の軽減を図りました。また、通知表

の様式変更や卒業証書の印影印刷により、業務の

効率化を図りました。 

令和 7 年度よりすべての学校において、卒業証

書を印刷するための予算化を行いました。 

良好 

学校と連携しながら、業務改善

の視点をもち、業務の効率化を目

指します。 

【教科担任制の推進】 

 主に小学校高学年において、授業準備の負担軽

減を図るとともに教科の専門性を高めるため、学

年内で担当教科を決め、一部教科担当制を取り入

れるなど、教科担任制の推進を図りました。 

良好 

 加配による専科教員の増員を県

教育委員会に要望しながら、各学

校の実情に応じた効果的な教科担

任制を推進していきます。 
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【方針２】目標６ 指導体制・教育環境の整備 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

▶ 施策 17 教職員の指導力の向上  

子どもの確かな学力の育成や個性の伸長等を図るため、教職員の学習指導力と生徒

指導力の向上に取り組みます。 

若年層教職員の指導力向上やミドルリーダーの育成に関する研修を重点的に実施し、

教職員全体の資質・能力の向上を図ります。  

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  4項目 

要検討  0項目 

達    成   6項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   0項目 

順  調 

5点 

4/4(100%) 

5点 

6/6(100%) 
10点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【教職員等研修事業】 

若年層対象の層別研修（教職経験 1年目

から 5年目対象の悉皆研修）やミドルリー

ダーに対する研修を位置付けて開催しまし

た。また、教職員のニーズ（今日的課題等）に

応じた希望研修を実施しました。 

良好 

「主体的に学び続ける教職員」育成の

ため、若年層対象の層別研修、教職員の

ニーズ（今日的課題等）に応じた希望研

修を実施していきます。 

【訪問指導事業】 

主体的・対話的で深い学びを実現するた

めの魅力ある授業づくりや、授業の基本や

評価のポイントについて訪問による指導・助

言を行いました。 

良好 

ICTの効果的な活用について、指導案

作成にあたり指導・助言し、具体的な活

用を促していきます。 

評価の振り返り 

成果指標はいずれも高い評価であり、若年層の指導力向上やニーズに応じた研修会、ICT の

操作研修会等を実施し、教職員全体の資質能力の向上を図ったことから、施策の実現に向けて

順調に進捗しています。 

今後も、教職員への研修会の実施や ICT の活用についての指導・助言を行うなど、教職員の

指導力の向上を図ります。 
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【方針２】目標６ 指導体制・教育環境の整備 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 

評価 
出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

37 

「学校生活の中で、児童

生徒一人一人のよい点

や可能性を見付け評価

する（褒めるなど）取組を

行った」と回答する学校

の割合  

小学校 100%     達成 
各 

独自アンケート

（総） 

中学校 100%     達成 
各 

独自アンケート

（総） 

38 

「指導計画の作成に当

たっては、教育内容と、

教育活動に必要な人的・

物的資源等を、地域等の

外部の資源を含めて活

用しながら効果的に組み

合わせている」と回答す

る学校の割合 

小学校  95%     達成 学 

中学校 100%     達成 学 

69 

「校長として、中堅・ベテ

ラン教職員に対し、ミド

ルリーダーの育成を意識

した指導・助言を行って

いる」と回答する校長の

割合 

小学校  98%     達成 
各 

独自アンケート 

（総） 

中学校 100%     達成 
各 

独自アンケート 

（総） 

 
 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校情報化研究事業】 

教職員が ICT に苦手意識を持たず自信

をもって指導にあたれるよう集合型操作研

修会、オンライン研修会の実施・充実を図り

ました。また、好事例の水平展開を行うな

ど、学校の情報化を推進しました。 

良好 

研修会資料、録画データを蓄積するこ

とで、オンデマンド研修用コンテンツの充

実を図っていきます。 

【教育広報活動事業】 

「教育いちかわ」として、教育委員会で行

われた取組や研修、学校の様子等を市公式

ホームページに掲載しました。通常版(A4)

と、年 2回（7月と 3月）の拡大版(A3)として

各課からの記事を取りまとめて掲載し、広

報活動を行いました。 

良好 

多くの市民が市川市の教育について

知り、興味を持っていただけるような親

しみやすい記事の作成を心掛けながら配

信を行っていきます。 
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【方針２】目標６ 指導体制・教育環境の整備 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 18 安全・安心で質の高い教育環境の整備  

特色ある学校づくりを実現するために、各学校が作成する「学校の教育計画」に基づい

た主体的な取組を支援するとともに、特色ある教育活動の先進事例を提供します。 

安全で質の高い教育環境の実現のために、学校の建替えや社会教育施設の老朽化に

伴う改修を計画的に進めます。 

また、関係部署等と連携し、学校の交通安全の指導や防犯機能の強化を進めます。 

あわせて、現代の環境に合わせた教育環境の整備を進めます。 

さらに、学校が子どもにとって安心して過ごすことができ、教職員も安心して働くこと 

ができる場となるような環境づくりを進めます。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  6項目 

要検討  0項目 

達    成   4項目 

概ね達成   3項目 

未 達 成   0項目 

順  調 

5点 

6/6(100%) 

5点 

7/7(100%) 
10点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【創意と活力のある学校づくり事業】 

小学校での教科担任制や協働的な学

び・授業など、工夫した取組が行われまし

た。教育課程の編成や、推進計画書に沿っ

た取組状況等へ指導・助言を行い、創意と

活力のある学校づくりを推進しました。 

良好 

推進計画書に沿った取組状況等を確認

した上で、適切な指導・助言を行い、創意

と活力のある学校づくりを推進していきま

す。 

評価の振り返り 

成果指標はいずれも高い評価であり、教育課程や授業等への指導助言により特色ある学校づ

くりが進みました。また、校舎内の改修工事やトイレ改修、エアコン設置等により安全で快適な教

育環境の整備が進んだことから、施策の実現に向けて順調に進捗しています。 

今後も、創意と活力のある学校づくりを推進するとともに、必要な学校施設の改修や学校の

建替えを計画的に進めるなど、安全・安心で質の高い教育環境の整備を進めます。 
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【方針２】目標６ 指導体制・教育環境の整備 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評点 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

39 

「学校に行くのは楽し

いと思う」と回答する

児童生徒の割合 

児童（小 6）  83%     概ね達成 学 

生徒（中 3）  85%     概ね達成 学 

40 

「学校は安全で安心

な職場環境だと思

う」と回答する教職員

の割合 

教職員（小）  90%     達成 
各 

独自アンケート（総） 

教職員（中）  83%     概ね達成 各 
独自アンケート（総） 

教職員（義）  93%     達成 各 
独自アンケート（総） 

教職員（特） 100%     達成 各 
独自アンケート（総） 

教職員（幼） 100%     達成 
各 

独自アンケート（総） 

【参考】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

7 

「先生は、あなたのよいところ

を認めてくれていると思う」と

回答する児童生徒の割合  

児童（小 6） 86%     学 

生徒（中 3） 89%     学 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【安全・安心な学校づくりの推進】 

学校、保護者及び地域から多岐にわたる

相談が寄せられ、適宜対応を行いました。

特に保護者の対応に苦慮する学校からの

相談については専門家の助言をもとに問題

解決に向けて対応し、安全・安心な学校づく

りを推進しました。 

良好 

学校における諸問題は様々な様相を

呈しているため、今後も関係機関と連携

し、相談者のニーズに応じた対応をする

ことで、児童生徒にとって学校が安全・

安心な場となるよう努めていきます。 

【小・中学校営繕事業】 

学校施設の老朽化が進む中、計画的に学

校設備等の改修を行い、LED 改修工事、受

変電設備改修工事、外壁・屋上防水改修工

事、屋内運動場冷暖房設備設置工事、冷暖

房機改修工事等を実施しました。 

良好 

児童生徒の安全・安心、かつ快適な学

校生活を維持するため、必要な学校施設

の改修を行っていきます。 

【トイレ改修事業】 

第二次トイレ改修計画に基づき、小学校 3

校、中学校 1校の洋式化を行いました。 

良好 

児童生徒の安全・安心、かつ快適な学

校生活を維持すべく、計画に基づき、学

校のトイレ改修等を行っていきます。 

【公民館営繕事業】 

 利用者が安全・安心に公民館を利用でき

るよう、エレベーター改修工事 2 件のほか、

計画修繕 6件や小破修繕を実施しました。 

良好 

 利用者が安全・安心で衛生的な環境の

もとで活動できるよう、公民館の修繕計

画に基づき、改修工事を行うとともに、

計画的な修繕等を実施し、公民館の長寿

命化を図っていきます。 

【新たな学校環境の実現】 

 「学校環境基本計画」に基づき、宮田小学

校の建替えに向け、地域住民等への意見聴

取会等の開催や設計着手等を行いました。 

良好 
 「学校環境基本計画」に基づき、学校の

建替えを着実に進めていきます。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 19 特別支援教育の推進  

すべての子どもが同じ場でともに学ぶことを追求しつつ、子どものよさや可能性を最大

限広げられるような場や学びを保障するため、連続性のある「多様な学びの場」を整備し、

組織的・継続的な指導や支援を一層充実させます。  

また、早期から就園や就学に関する相談を行い、教育的ニーズに応じた支援ができるよ

うにするとともに、ICTを活用した指導や支援を含めた学習環境の整備を進めます。 

さらに、研修の充実などにより、全教職員の専門性の向上を図り、特別支援教育の視点

を生かして、発達に特性がある子どもを含めたすべての子どもへの適切な指導・支援の充

実を図ります。 

これらを実施するにあたっては、市川市特別支援教育推進計画に基づき、取り組みます。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  6項目 

要検討  0項目 

達    成   1項目 

   概ね達成   1項目 

   未 達 成   0項目 

評価にはなじまない 3項目 

順  調 

5点 

6/6(100%) 

5点 

2/2(100%) 
10点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【特別支援教育推進事業】 

市川市特別支援教育推進計画（第 3期）の評価・見直し

を行い、第 3期後期計画を策定しました。 

「市川市版特別支援学級ハンドブック」と「困難さに応

じた指導・支援の手立て一覧」を作成・周知し、特別支援

教育の推進を図りました。 

良好 

作成物（推進計画第 3期後期・

特学ハンドブック・手立て一覧）

を周知し、活用を呼び掛けてい

きます。障がい種別担当者研修

会の内容を充実させ、指導力の

向上を図ります。 

【特別支援学級及び通級指導教室の設置】 

妙典小学校、下貝塚中学校に自閉症・情緒障がい、鬼

高小学校、第一中学校に知的障がいの特別支援学級を

開設しました。また、宮久保小学校に自閉症・情緒障が

い、南新浜小学校、大町小学校に知的障がいの特別支援

学級、曽谷小学校、二俣小学校に通級指導教室を令和 7

年 4月の開設に向け準備を進めました。 

良好 

特別支援学級の設置に当たっ

ては、市全体の特別支援学級の

地域バランスや障がい種を勘案

した上で、学校や保護者のニー

ズ、空き教室の状況を考慮し、設

置計画を検討していきます。 

評価の振り返り 
成果指標はいずれも高い評価であり、特別支援学級の計画的な設置を進めるとともに、「市川

市版特別支援学級ハンドブック」等の作成や特別支援研修会の実施により、すべての子どもへの
適切な指導・支援の充実と、特別支援教育に対する教職員の意識理解の向上を図ったことから、
施策の実現に向けて順調に進捗しています。 
今後も、特別支援教育推進計画の周知・活用とともに、特別支援学級の設置及び相談体制を充

実させるなど、特別支援教育の推進を図ります。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 
指標の

対象 

実績値 
評価 

出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

41 

通常の学級に在籍している幼児・

児童・生徒のうち、市川スマイル

プラン（個別の教育支援計画）を

作成している者の割合  

（幼・小・中学校等の通常学級におい

て特別な支援を必要としている幼児

児童生徒のうち、市川スマイルプラン

が作成されている児童等の割合） 

幼稚園 
41

% 
    

評価には 

なじまない 
 

作成すべき市川 

スマイルプランは

いずれも 100％で 

あり、成果指標の

評価にはなじまない 

各 
特別支援教育体制

整備状況調査（指） 

小学校 
78

% 
    

各 
特別支援教育体制

整備状況調査（指） 

中学校 
79

% 
    

各 
特別支援教育体制

整備状況調査（指） 

42 

「特別支援教育について理解し、

前年度までに、調査対象である

第 6 学年の児童（第 3 学年の生

徒）に対する授業の中で、児童

（生徒）の特性に応じた指導上の

工夫（板書や説明の仕方、教材の

工夫等）を行った」と回答する学

校の割合 

児童 

（小 6） 

95

% 
    達成 学 

生徒 

（中 3） 

81

% 
    概ね達成 学 

【参考】  

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

9 須和田の丘支援学校の児童生徒数 児童生徒 213人     各 

調査（義） 

10 

特別支援学級の児童生徒数 児童生徒 697人     
各 

調査（義） 

特別支援学級の設置数 児童生徒 47学級     
各 

調査（義） 

11 

通級指導教室の児童生徒数 児童生徒 301人     各 
調査（義） 

通級指導教室の設置数 児童生徒 23教室     
各 

調査（義） 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【特別支援学級等補助教員雇上事業】 

特別支援学級に 1日 7時間、週 5日勤務の

補助教員を 1～2 人配置しました。その他、学

校の要望があった際には、状況を把握した上

で、必要に応じて通常学級へ補助教員を配置

しました。 

良好 

特別支援学級に 1日 7時間、週 5日勤務

の補助教員を 1～2人配置し、組織的な支援

の充実を図ります。 

【教職員等研修事業】 

「特別支援教育実践研修会」と「難聴・言語

教育実践研修会」を実施しました。 

良好 

教職員に対し、全2回の「特別支援教育実

践研修会」を実施し、教職員の専門性の向

上を図ります。 

【教育相談事業】 

特別支援学校や特別支援学級等を希望す

る児童生徒、保護者に対し相談、面接を行

い、適切な就学に向けて助言や支援を行いま

した。次年度に向けて課題を整理し、スムー

ズな就学相談及び手続きに向けて検討を行

いました。 

良好 

特別な支援を要する児童生徒が増加し、

教育支援委員会での審議件数が増加傾向

にあります。このことから就学相談体制及

び教育支援委員会体制を改編し、子どもや

保護者等のニーズに応えるとともに、関係

機関とも連携しながら適切な就学先を選択

できる体制や環境を整えていきます。 

【市立幼稚園特別支援学級】 

公立幼稚園の特別支援学級（ひまわり組）

において要請訪問を実施し、具体的な支援内

容について指導・助言を行うことで、市立幼

稚園特別支援学級教育の充実を図りました。 

良好 

要請訪問を行うとともに、幼児教育施設

へ幼児教育相談員が巡回し、助言や具体的

な指導を行います。個別指導計画を作成

し、職員間で共通理解することにより、適切

な支援につなげていきます。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 20 不登校児童生徒への対応 

不登校児童生徒やその保護者に丁寧に寄り添い、個々の児童生徒の状況や将来を見

据えて、必要な支援や校内環境を充実させます。 

また、子ども・医療・保健・福祉の関係部署やフリースクールなど関係機関との連携を

強化します。 

施策の評価 やや遅れあり 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  5項目 

要検討  0項目 

達    成   0項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   4項目 

やや遅れあり 

5点 

5/5(100%) 

0点 

0/4(0%) 
5点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【教職員等研修事業】 

学びの多様性に関する「児童生徒理解研修

会」を実施しました。 

良好 

ＣＯＣＯＬＯプラン注 1で示されてい

る誰一人取り残されない教育の実

現に向けて、次年度も継続して、研

修会を実施していきます。 
 

注 1 ： ＣＯＣＯＬＯプラン・・・文部科学省が提唱し

た、誰一人取り残されない学びの保障に向けた不

登校対策。 

【スクール・サポート・スタッフ事業】 

市内 54 校の学校にスクール・サポート・ス

タッフを配置しました。各学校及び学級の運

営上の諸問題への対応や児童生徒に対する

きめ細かな支援を行うことができました。 

良好 

スクール・サポート・スタッフ事業

は令和6年度で終了となるため、「み

らいサポーター」として各学校への

支援を行います。 

評価の振り返り 

スクール・サポート・スタッフやライフカウンセラーの配置をはじめ、教育支援センターによる児

童生徒個々の自己実現をめざした運営などにより、必要に応じた不登校児童生徒への支援を

行ったものの、成果指標はいずれも未達成であるため、施策の実現に向けてやや遅れがありま

す。 

今後は、学校や関係機関等の連携を図るとともに、各学校において「みらいサポーター」によ

る支援を行うなど、不登校児童生徒及びその保護者への相談体制を整備します。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 

評点 
出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

43 

学校内外の機関等注 3

で相談・指導等を受け

ていない不登校児童生

徒の割合 
 

（0％を目指す指標である） 

児童 

（小 1～小 6） 
35%     未達成 

各 

児童生徒の問題行動・不

登校等生徒指導上の諸

課題に関する調査（指） 

生徒 

（中 1～中 3） 
28%     未達成 

各 
児童生徒の問題行動・不

登校等生徒指導上の諸

課題に関する調査（指） 

44 

「困りごとや不安があ

るときに、先生や学校

にいる大人にいつでも

相談できる」と回答す

る児童生徒の割合 

児童 

（小 6） 
62%     未達成 学 

生徒 

（中 3） 
66%     未達成 学 

注 3 ： 学校内外の機関等・・・学校内として、養護教諭やスクールカウンセラーの専門的な指導や相談。学校外として、教育センター

等の教育委員会所管機関、児童相談所、保健所、病院、民間団体等。 

 

【参考】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

11 不登校児童生徒の出現率 

児童 

（小 1～小 6） 
2%     

各 
長期欠席児童

生徒月例学校

報告書（指） 

中学校 

（中 1～中 3） 
6%     

各 
長期欠席児童

生徒月例学校

報告書（指） 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【教育相談事業】 

教育相談や就学相談、電話相談や訪問相

談、また、学校や関係機関との連携等を通し

て不登校児童生徒の支援を行いました。 

良好 

不登校児童生徒の増加とともに

相談件数も増加しています。今後

も、教育相談員、訪問相談員、就学相

談員、サポートルーム担当者等が連

携しながら適宜対応していきます。 

【教育支援センター運営事業注 2】 

学校復帰のみを目標にするのではなく、児

童生徒個々の自己実現をめざした支援に取り

組みました。児童生徒の情緒面の育成、知的

好奇心の向上をねらい、教育支援センターに

おいて小集団での体験的活動を行いました。 

また、フリースクール等との情報共有を行

いました。 
注 2 ： 第 4 期教育振興基本計画策定時の事業名「ふれんど

ルーム市川」より変更。 

良好 

不登校児童生徒の社会的自立に

向けて、自己肯定感や人と関わる力

の向上を図ります。不登校の状況は

様々であり、個々の状況を鑑みて適

切な支援を行います。 

また、引き続きフリースクール等

との情報共有を行います。 

【ライフカウンセラー設置事業】 

 すべての小学校、中学校、義務教育学校に

ライフカウンセラーを配置し、児童生徒、保護

者の相談に応じ、適切な支援を行いました。 

良好 

小学校におけるライフカウンセ

ラー事業は令和 6年度で終了となる

ため、「みらいサポーター」として各

学校への支援を行います。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

 

▶ 施策 21 夜間中学の教育的支援と教育活動の充実   

夜間中学とは、市町村や都道府県が設置する中学校において、夜の時間帯等に授業

が行われる公立中学校のことをいいます。 

様々な理由により義務教育を受けられなかった方などに対し、義務教育を実質的に

保障するため、すべての都道府県・指定都市に少なくとも 1つは夜間中学が設置され

るよう求められています。  

市川市では、昭和 57年 4月より、夜間中学を設置しています。教育機会確保のため、

夜間中学の教育的支援と教育活動の充実を図ります。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  1項目 

要検討  0項目 

達    成   2項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   0項目 

順  調 

5点 

1/1(100%) 

5点 

2/2(100%) 
10点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【地域における夜間中学の維持】 

学習グループを日本語習熟度によって編

成し、国語、数学、英語の学習を行いました。

これにより、きめ細かな日本語指導を行うこ

とで学習効果をあげることができました。 

良好 

日本語指導の工夫や夜間中学設

置市連絡会などで得られる他市夜

間中学の情報を取り入れることによ

り、教育活動の充実を図っていきま

す。 

評価の振り返り 

成果指標はいずれも高い評価であり、夜間中学におけるきめ細かな指導など、教育活動の充

実を図ったことから、施策の実現向けて順調に進捗しています。 

今後も、日本語指導の工夫や他市夜間中学の情報収集を行うなど、夜間中学の教育的支援と教育

活動の充実を図ります。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

45 

夜間中学の卒業

時における進路

希望達成率 

生徒 

（中 3） 
100%     達成 

各 

大洲中進路 

希望調査（義） 

46 

「中学生生活は満

足 で き る も の

だった」と回答す

る夜間中学の生

徒の割合 

生徒 

（中 3） 
100%     達成 

各 
学校生活調査・

生徒アンケート

（義） 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

▶ 施策 22 教育費負担の軽減に向けた経済的支援  

教育機会の均等を確保するため、就学援助や奨学金を支給するなど、経済的に就学困

難な子どもに関わる就学を援助します。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  3項目 

要検討  0項目 

   達    成   0項目 

   概ね達成   0項目 

   未 達 成   0項目 

評価にはなじまない 3項目 

順  調 

5点 

3/3(100%) 
― 

5点 

※成果指標の評点がないため、 

5点満点として評価する 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【就学援助】 

市公式ホームページや広報紙への掲載、入学

式や始業式に全児童生徒に対し、お知らせを配

布するなど、制度の周知を図りました。 

良好 

制度を必要とする方が情報を得

ることができるよう、引き続き広

報活動を行っていきます。 

【奨学資金事業】 

市公式ホームページや広報紙への掲載とと

もに、市内の公私立中学校・高等学校及び近隣

市の公立高等学校へ案内チラシを配布し、制度

の周知を図りました。 

良好 

高等学校の無償化が拡充されて

いることから、財源となっている大

畑忞教育基金の終了を見据え、事

業の縮小・廃止を含めて検討して

いきます。 

評価の振り返り 

支援を必要とする方へ様々な広報活動を行い制度の周知を図るなど、必要な就学援助を

行ったことから、施策の実現に向けて順調に進捗しています。 

今後も、就学に関わる援助の周知を行うなど、教育費負担の軽減に向けた経済的支援を行い

ます。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

47 

就学援助の 

申請者数  
児童生徒 2,207人     

評価には 

なじまない 

 
申請者数及び認

定者数の相関で

あるため成果指

標の評価には 

なじまない 

各 

調査（就） 

就学援助の 

認定者数 
児童生徒 2,142人     各 

調査（就） 

就学援助の認定率     児童生徒  97%     
各 

調査（就） 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【入学準備金貸付事業】 

市公式ホームページや広報紙への掲載とと

もに、市内の公私立中学校・高等学校及び近隣

市の公立高等学校へ案内チラシを配布し、制度

の周知を図りました。 

良好 

高等学校及び高等教育の無償

化が拡充されていることから、事

業の縮小・廃止を含めて検討して

いきます。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 23 教育的支援が必要な子どもへの対応と相談体制の強化 

特別支援教育の視点を生かした適切な指導や必要な支援がより充実したものになる

ように、人員の配置、相談活動、指導力の向上などに取り組むほか、貧困、LGBTQ、ヤン

グケアラーなど、一人ひとりのニーズに対応したきめ細かな支援を行います。 

さらに、帰国児童生徒や外国人児童生徒等、日本語指導が必要な児童生徒が海外にお

ける学習・生活体験を生かしつつ円滑に学校生活に適応できるよう、日本語指導をはじ

め、生活全般に関する指導の充実を図ります。 

子どもやその保護者が、安心して相談できるように、校内体制を整え、スクールカウン

セラーやスクールソーシャルワーカーなど、福祉や心理等の専門性をもった職員との連

携を進めます。 

また、相談員や教職員の研修を進め、教育相談体制の充実を図ります。 

特に、いじめへの対応については、学校だけではなく行政も組織的に対応していく必

要があるため、関係法令等を踏まえて体制を活用し、積極的、効果的な対応を図ります。 

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  8項目 

要検討  0項目 

    達    成   0項目 

    概ね達成   1項目 

    未 達 成   3項目 

評価にはなじまない 1項目 

概ね順調 

5点 

8/8(100%) 

1点 

1/4(25%) 
6点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【カウンセラー設置事業】〈再掲〉 

すべての小学校、中学校、義務教育学校にライ

フカウンセラーを配置し、児童生徒、保護者の相

談に応じ、適切な支援を行いました。 

良好 

小学校におけるライフカウンセ

ラー事業は令和 6 年度で終了となる

ため、「みらいサポーター」として支援

を行います。 

【少年相談事業】 

年間 547 件（2 月末現在）の相談に対して、電

話・メール・面談で対応しました。 

良好 

切れ目のない支援が行えるよう、

他課や関係機関との連携を深めてい

きます。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、教育支援センターの運営や少年補導活動、外国人子

女等支援のための通訳講師の派遣などにより、教育的支援を必要としている子どもへの適切な

指導や支援を行ったことから、施策の実現に向けて概ね順調に進捗しています。 

今後は、各学校において「みらいサポーター」による支援を行うとともに、教育支援センターにおい

て支援を行うなど、児童生徒への相談体制づくりを推進します。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 

評価 
出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

48 

日本語通訳派遣回数

の割合 
（総派遣回数 

／対象児童生徒数） 

児童生徒 

3.6回 

 

900回 

/251人 

    

評価には 

なじまない 
児童生徒一人に対する 

派遣回数のため 

成果指標の評価には 

なじまない 

各 

調査（指） 

49 

「困ったことがあった

時に相談できる先生

がいる」と回答する

児童生徒の割合         

児童 
（小 5～小 6） 

74%     未達成 保 

生徒 
（中 1～中 3） 

72%     未達成 保 

50 いじめの解消率 

児童 
（小 1～小 6） 

79%     未達成 

各 
児童生徒の問題行動・不登

校等生徒指導上の諸課題に

関する調査（指） 

生徒 
（中 1～中 3） 

81%     概ね達成 

各 
児童生徒の問題行動・不登

校等生徒指導上の諸課題に

関する調査（指） 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【教職員等研修事業】 

児童生徒理解に関する研修会を実施しました。 
良好 

多様な環境、背景、特性等の児童生

徒を理解し、適切な支援を行うために

研修会を実施、充実させていきます。 

【少年補導活動事業】 

通学路等のパトロールを行うとともに、不審者

情報があるときには、児童生徒の見守り活動を

実施しました。また、気になる子どもたちへの「愛

のひと声」活動を実施し、警察等の関係機関と情

報を共有し、少年補導活動を行いました。 

良好 

不審者の出没が増加傾向にあるた

め、パトロールの時間帯の変更や警察

等の関係機関とのさらなる連携を図っ

ていきます。 

【教育支援センター運営事業】 

通室児童生徒が、支援員に不安や困り感を相

談できる時間や機会を確保しました。また、保護

者面談を年 3 回実施し、保護者に寄り添い、支え

るための助言等、教育支援を行いました。 

良好 

通室している児童生徒の学習や人

間関係の悩みについて、支援員に相談

できる環境を整えます。また、保護者

の相談窓口としての役割を充実させて

いきます。 

【小学校等児童生徒支援訪問】 

小学校 16 校に訪問を行うとともに、支援が

滞っている児童について、中学校配置のライフカ

ウンセラーを交えた協議を行いました。 

良好 
希望する学校に訪問し、支援の方向

性について協議を行っていきます。 

【教育相談事業】 

関係機関との連携を密にし、個々のケースに合

わせた教育相談を行いました。 

 相談員の研修として、事例検討会（スーパービ

ジョン）を5回実施するとともに、受理ケース会議

を週 1回開催し、情報を共有することで支援につ

なげていきました。 

良好 

相談内容が多岐にわたっており、柔

軟な対応が求められています。相談者

との信頼関係の構築や支援の在り方

などを検討し、共通理解を図るととも

に相談員等のスキルの向上も図ってい

きます。 

【外国人子女等適応支援事業】 

 小学校32校、中学校13校、義務教育学校1校、

及び幼稚園 1 園の計 47 校に通訳講師の派遣を

行い、およそ 250 人の園児、児童、生徒に対し適

応支援を行いました。 

良好 

 少数言語の通訳講師の人材確保や、

派遣回数の多い言語の通訳講師の増

員を行うなど、学校のニーズに合わせ

て、外国籍児童生徒や学校に寄り添っ

た支援を行っていきます。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

 

 

 

 

▶ 施策 24 放課後の子どもの居場所づくりの推進 

子どもが安心して過ごすことができるように、地域と連携して子どもの活動拠点を

設け、健全な育成を図ります。 

また、放課後や夏休みなどの長期休業中の居場所の質と量の充実を図ります。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  2項目 

要検討  0項目 

達    成   1項目 

概ね達成   1項目 

未 達 成   0項目 

順  調 

5点 

2/2(100%) 

5点 

2/2(100%) 
10点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【放課後保育クラブ】 

放課後保育クラブ注 1を真間小学校に

1クラス、冨貴島小学校に 1クラス増設

し、次年度に向けた待機児童の解消を図

りました。 
 

注 1 ： 放課後保育クラブ・・・保護者が就労などにより

昼間家庭にいない小学校に就学している児童の授業終

了後などにおける遊び及び生活の場。 

良好 

待機児童を解消するため、公設保育クラ

ブの設置や整備に取り組んできたものの、

教室数の不足等により学校内での整備が

困難となってきています。学校や指定管理

者と協議しながら、保育クラブの増設や拡

充を行うとともに、放課後児童健全育成事

業者による民設の放課後児童クラブの設

置を促進していきます。 

評価の振り返り 

成果指標はいずれも高い評価であり、放課後保育クラブの待機児童解消に向けて 2 クラス

を増設するとともに、夏休み期間中における活動プログラムを充実するなど、子どもの居場所

について質と量の充実を図ったことから、施策の実現に向けて順調に進捗しています。 

今後も、放課後保育クラブの設置や子どもの活動拠点における活動内容の充実を図るな

ど、放課後の子どもの居場所づくりを推進します。 
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【方針２】目標７ 多様な教育ニーズへの対応 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 

評点 
出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

51 
放課後保育クラブの

利用者満足度  
利用保護者 80%     概ね達成 

各 
保護者向け 

アンケート

（青） 

52 

放課後こども教室の

運営等（開室時間、出

欠管理等）に対する

満足度  

利用保護者 94%        達成 

各 
保護者向け 

アンケート 

（学地） 

 

【参考】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

12 

放課後保育クラブの入

所希望児童数に対する

入所児童数の割合 

入所希望者 100%     各 
調査（青） 

１3 

放課後子ども教室の 

登録者数（延べ人数） 

登録をした 

児童 
 12,043人     

各 
運営報告書及

び登録者データ

（学地） 

放課後子ども教室の 

入所者数（延べ人数） 

登録をした 

児童 
190,374人     

各 
運営報告書及

び登録者データ

（学地） 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【子どもの居場所づくり事業】 

放課後子ども教室注 2 では、ボランティア

の方々によるお楽しみ会の実施、夏休み期

間に文化庁伝統文化親子教室による三味線

教室をはじめ様々な活動プログラムを実施

しました。   

また、放課後子ども教室スタッフを対象と

した研修会を令和 6年 11月に実施し、子ど

もの居場所づくりに資する取組を推進しま

した。 
 

注 2 ： 放課後子ども教室・・・市立小学校の空き教室等を使

用して、子どもたちへ安全安心な居場所を提供するとともに

工作や外遊び、体験活動等、様々な活動を実施する事業。 

良好 

活動プログラムをより一層充実させ

ていくとともに、子ども教室スタッフを

対象とした研修についても、年1回実施

していきます。 
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【方針３】目標８ 家庭・学校・地域の連携と協働の推進 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

 

▶ 施策 25 家庭の教育力の向上  

家庭・学校・地域の連携を強化し、基本的な生活習慣、豊かな情操、他人に対する思い

やりや善悪の判断などを家庭で身に付ける重要性の啓発に取り組みます。 

また、家庭学習の習慣化を図るため、学校と連携した取組を進めます。 

さらに、家族の関わりを深めるための取組を支援します。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  1項目 

要検討  0項目 

達    成   2項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   1項目 

順  調 

5点 

1/1(100%) 

3点 

2/3(67%) 
8点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【家庭教育学級運営事業】 

市内小中学校・園における家庭教育学

級のうち、39 学級が「自主企画講座」を

開催しました。 

家庭教育指導員による「指導員講座」

を 10 回、「就学時健診ミニ講座」を 9 回

実施するとともに、現代的な課題に合わ

せた「サポート講座」を3回開催しました。

時期と内容を精査し、保護者のニーズに

合わせた運営を行いました。 

良好 

講座に参加している保護者からは好意

的な意見が多い一方で、事業に対する認

知度の低さや担い手不足が課題となっ

てきています。令和 5 年度から発行して

いる「家庭教育学級通信」の発行、中学校

ブロックでの講座開催、「就学時健診ミニ

講座」の拡充などを計画し、講座に参加

したことがない保護者に対しても、周知

や定着を図っていきます。 

評価の振り返り 

 成果指標の評価に未達成があるものの、家庭教育指導員による保護者のニーズに合った講座

の企画運営を行うなど、家庭における教育意識の醸成を図ったことから、施策の実現に向けて

順調に進捗しています。 

 今後も、保護者のニーズに合った家庭教育学級の運営を行うとともに、その周知を図るなど、

家庭の教育力を向上させます。 
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【方針３】目標８ 家庭・学校・地域の連携と協働の推進 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

53 

「コミュニティ・スクール

や地域学校協働活動等

の取組によって、学校

と地域や保護者の相互

理解が深まった」と回

答する学校の割合  

小学校  95%     達成 学 

中学校 100%     達成 学 

54 

「学校が目指す『子ども

の姿』を知っている」と

回答する保護者の割合 

保護者  59%     未達成 e 

 

59



【方針３】目標８ 家庭・学校・地域の連携と協働の推進 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 
 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 26 地域の教育力の向上と地域の教育資源の活用の推進  

家庭・学校・地域の様々な活動を支援する地域学校協働活動推進員の育成を充実させ

ます。 

子どもに必要な資質・能力を確実に育成するため、教職員が地域と関わりを持ったり、

地域が教育に主体的に関与することができたりする取組を進めます。 

地域住民等の協力や校庭の利用など、地域や学校の多様な教育資源を効果的に活用

し、学習支援やスポーツに親しむ機会の充実を図ります。 

とりわけ、今後については、子どものスポーツに親しむ機会の充実や、教職員の働き方

改革の観点からも、関係部署・関係機関と連携して地域の教育資源を活用しながら、部活

動の地域展開を進めます。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  4項目 

要検討  0項目 

達    成   6項目 

概ね達成   2項目 

未 達 成   5項目 

順  調 

5点 

4/4(100%) 

3点 

8/13(62%) 
8点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【コミュニティ・スクール推進事業】 

持続可能な協働体制づくりのため、地域学校協働

活動推進員を増員し、61 校・園のうち 52 校・園で 2

人ずつ推進員を配置しました。地域学校協働活動推

進員の育成として、市独自で 3回、県主催研修をオン

ラインで 3 回実施しました。また、学校運営協議会を

1 校当たり、平均 4.3 回実施し、学校、地域両方の情

報を共有することで、コミュニティ・スクールの推進

を図りました。 

良好 

学校運営協議会と地域学校協働本

部を両輪とし、より多くの地域資源を

活用して、地域とともにある学校づく

りを推進していきます。地域学校協

働活動推進員のさらなる育成のため

に、学校や地域の実態に合った研修

内容を精査し、各学校で活用できる

ニーズの高い研修を行います。 

【校内塾・まなびクラブ注 1事業】 

小学校 5校、中学校 12校、義務教育学校 1校に延べ

51 人のまなびサポーターを派遣し、児童生徒の学習

に対する意欲の向上と学力の底上げを図りました。 
注 1 ： 校内塾・まなびくらぶ…市内全小中学校にて児童生徒が平日の放課後や長

期休業中に主に算数・数学を自主的に学習する。 

良好 

現在の配置を継続し、算数・数学・

英語等を中心とした学習の場を設

け、基礎的な学力の定着を図ってい

けるよう支援していきます。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、地域学校協働活動推進員の育成や学校施設開放、モ

デル校における部活動地域展開の実施など、家庭・学校・地域の連携強化を図ることができたこと

から、施策の実現に向けて順調に進捗しています。 

今後は、学校運営協議会と地域学校協働本部を両輪とした、地域とともにある学校づくりを推

進するなど、地域の教育力のさらなる向上を図ります。 
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【方針３】目標８ 家庭・学校・地域の連携と協働の推進 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 
指標の 

対象 

実績値 
評価 

出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

53 

「コミュニティ・スクールや地域学校

協働活動等の取組によって、学校と

地域や保護者の相互理解が深まっ

た」と回答する学校の割合  

小学校  95%     達成 学 

中学校 100%     達成 学 

55 

「保護者や地域の人が学校の美化、

登下校の見守り、学習・部活動支援、

放課後支援、学校行事の運営などの

活動に参加している」と回答する学

校の割合 

小学校 100%     達成 
各 

独自アンケート（総） 

中学校  93%     達成 
各 

独自アンケート（総） 

38 

「指導計画の作成に当たっては、教育

内容と、教育活動に必要な人的・物

的資源等を、地域等の外部の資源を

含めて活用しながら効果的に組み合

わせている」と回答する学校の割合 

小学校 95%     達成 学 

中学校 100%     達成 学 

56 

「学校は、保護者や地域の方々と共

に子どもを育てる取組を進めている

と思う」と回答する保護者の割合 

保護者

（小） 
 87%     概ね達成 保 

保護者

（中） 
 78%     未達成 保 

57 

「地域学校協働活動推進員がどのよ

うな活動をしているかを知ってい

る」と回答する教職員の割合 

教職員

（小） 
 35%     未達成 各 

独自アンケート（総） 

教職員

（中） 
 27%     未達成 各 

独自アンケート（総） 

教職員

（義） 
 19%     未達成 各 

独自アンケート（総） 

教職員

（特） 
  8%     未達成 

各 
独自アンケート（総） 

教職員

（幼） 
 86%     概ね達成 

各 
独自アンケート（総） 

【参考】 

NO 指標の内容 指標の対象 
実績値 出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

14 
地域学校協働活動推進員が学校

へ派遣したボランティアの人数 
ボランティア  4,600人     

各 
地域学校協働活動年間活動 

報告書（学地） 

15 
コミュニティクラブ参加人数 

（ボランティア・児童生徒・大人） 

ボランティア  6,765人     各 
事業活動報告書（学地） 

児童生徒 32,365人     各 
事業活動報告書（学地） 

大人  8,492人     
各 

事業活動報告書（学地） 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【学校施設開放事業】 

学校教育に支障のない範囲で小中学校 53校におい

て、学校施設開放を実施しました。そのうち、6 月から

11 校と 9 月から 8 校で体育館の空調設備を夏季期間

（6月～10月）に利用できるようにしました。 

良好 

利用登録団体が飽和状態であり、

新規の団体が加入しづらい状況か

ら、学校開放のより効率的な運営を

目指し、利用状況の見直しや有効的

な活用など運用方法や管理体制の

検討を行います。 

【部活動の地域展開】 

9月からモデル校である第四中学校の陸上部や剣道

部など複数の部活動を地域展開しました。  

本市における部活動地域展開の方針や方策を整理

しました。 

良好 

モデル校の取組を踏まえ、市内各

中学校の運動部活動（約 35 部活動）

の地域展開を進めていきます。 
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【方針３】目標９ 生涯にわたる学びの推進 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 
 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 27 生涯学び、活躍できる環境の整備 

より多くの人が集い、活力ある地域のコミュニティ形成にも寄与できるよう、公民館

についての在り方を検討するとともに、「学びの場」である学校や社会教育施設を核と

し、生涯学習の推進を図ります。 

あわせて、ボランティアや指導者の発掘・育成を進めます。 

施策の評価 やや遅れあり 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  8項目 

要検討  0項目 

達    成   0項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   2項目 

やや遅れあり 

5点 

8/8(100%) 

0点 

0/2(0%) 
5点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【公民館主催講座活動事業】 

地域や学校、庁内外の各機関と連携し、多彩な講座

を主催しました。これにより、市民に多様な学びの機会

を提供しました。 

良好 

庁内外の機関と連携して講座

を企画するとともに、土日やオ

ンライン等、受講しやすい形式

での講座を検討し、開講します。 

【いちかわ市民アカデミー講座】 

昭和学院短期大学・千葉商科大学・東京経営短期大

学・和洋女子大学の協力を得て、豊かな学習環境の中

での多彩な知識の習得を目的に、各大学全 3回の連続

講座を開講しました。 

良好 
各大学と協議しながら、引き

続き講座を開講します。 

【図書館運営事業】 

本を題材とした企画・展示を市民が自ら企画し実行

する「市民提案型 図書館推し活企画」について、場の

提供を行いました。また、生涯学習センター開館 30 周

年記念イベントでの館内ツアーや、鬼高地区の 3 施設

（千葉県立現代産業科学館、ニッケコルトンプラザ、市

川市生涯学習センター）で連携した「おにたかとらい事

業」でのイベント等を実施することで、子どもや保護者

向けの本との出会いの機会を創出しました。 

良好 

生涯学習の場としての市民協

働事業を継続して行うととも

に、市民にとって魅力的なイベ

ントを実施することで図書館の

利用の促進につなげていきま

す。また、外部機関や近隣施設

と連携した事業を積極的に実施

していきます。 

評価の振り返り 

各社会教育施設にて、周年行事やイベントを行い、市民への周知や学びの機会の提供を行いま

した。これからの地域の担い手となる学生ボランティアの活動も進められたものの、成果指標の

評価はいずれも未達成であるため、施策の実現に向けてやや遅れがあります。 

今後は、各社会教育施設の普及活動を行うなど、市民への生涯学習の推進を図ります。 
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【方針３】目標９ 生涯にわたる学びの推進 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 
実績値 

評価 
出典 

（調査名等） R6 R7 R8 R9 R10 

58 

「地域には学ぶ場と機会

（文化活動やスポーツ活動

を含む）が十分にある」と回

答する人の割合 

市民 34%     未達成 e 

59 

「生涯学習に関する情報提

供がある」と回答する障が

い者の割合 

市民 46%     未達成 
各 

生涯学習アン

ケート（社） 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【博物館展示・教育普及事業】 

 以下の活動により、博物館展示と教育への普及活動

を行いました。（参加者数） 

○考古博物館：入館者数（16,761人） 

外部サービス（出張講座等）利用者 （9,072人） 

常設展示（15,295人）、展示解説（776人） 

市川歴史セミナー前半 4回（のべ 81人） 

公開講演会「藤原道長と紫式部の時代」（169人） 

講座「『続日本紀』を読む」9回（のべ 473人） 

○歴史博物館：入館者数 （21,164人）  

外部サービス利用者  （442人） 

市川歴史セミナー後半 4回（70人） 

○自然博物館：入館者数 （131,041人）  

外部サービス利用者  （4,048人） 

良好 
 博物館の展示及び教育への

普及活動を行います。 

【特別支援学校との連携】 

公民館主催講座での陶芸教室や野菜等の販売イベ

ント等により、地域の方々と特別支援学校の生徒との

交流を図るとともに、キャリア教育の実践を行うこと

にもつながりました。 

良好 
公民館と各学校が連携して

引き続き取組を進めます。 

【公民館の活用】 

子どもたちが地域住民へ日頃の成果を発表し交流

する場として、地域の小中学校等と連携して公民館で

の作品展示や文化祭での吹奏楽演奏等を行いました。 

良好 
公民館と各学校が連携して

引き続き取組を進めます。 

【青少年指導者育成事業（ユースリーダー講習会注 1）】 

市内在住、在学の中高生を対象にユースリーダー講

習会を 6回開催しました（50人受講）。講習会では意見

をまとめる力や、主体的に行動できる力が身に付くよ

うに取り組みました。 
注 1 ： ユースリーダー講習会：中学生から高校生までの異年齢が、グルー

プワークや集団活動を通して、物事や人の意見をまとめる力や、自分の役

割を認識し主体的に行動できるようにする力を習得する講習会。 

良好 

講義形式だけではなく、レク

リエーションを実践する等、講

習内容の充実を図っていきま

す。 

【コミュニティクラブ事業】 

令和 6年度ボランティア総数（6,765人） 

中学生、高校生、大学生のボランティア数 

（251人） 

ボランティアの中には、小学生の時の活動参加を

きっかけにボランティア活動をしている生徒・学生もお

り、各中学校ブロックにおけるボランティア活動により

児童生徒が地域とつながりを持つことができました。 

良好 

中学生・高校生・大学生のボ

ランティアは、活動に活気を与

え、それを見た年少者がボラン

ティアの参加を志すきっかけと

なります。これからの地域の担

い手となるボランティアの参加

を呼びかけ、地域とのつながり

が持てるようにしていきます。 
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【方針３】目標９ 生涯にわたる学びの推進 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

▶ 施策 28 図書館機能を活用した学習活動の充実 

図書館の持つ資料や情報を、居住地や障がいの有無などに関わらず容易に入手でき、

学習に生かせる、誰もが利用しやすい図書館を推進するため、デジタルを含む資料の収

集強化、貸出や返却の利便性向上、レファレンス機能の拡充、読書バリアフリーの推進な

ど各種サービスの充実を図るとともに、図書館ネットワークのさらなる構築を進めます。 

また、地元市川について学び、市川への理解と愛着を深める機会の拡充を図るため、

積極的な地域資料の収集と、地域情報の発信を進めます。  

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  2項目 

要検討  0項目 

達    成   1項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   1項目 

概ね順調 

5点 

2/2(100%) 

2点 

1/2(50%) 
7点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【図書等整備事業】 

収集方針に基づき、計画的な資料の収

集と更新を行うとともに、学校ネットワー

ク資料について、学校・幼稚園からの要

望に対応し、図書資料の更新を図りまし

た。 

パスファインダー（調べ方案内）の新規

発行（地域資料・児童資料 計 3件）と、更

新（4件）を行いました。 

良好 

蔵書のバランスを考慮した資料の収集

に努めます。 

 地域資料の積極的な収集に努めるとと

もに、パスファインダーや市公式ホーム

ページ等で広く情報発信していきます。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、図書館の蔵書の計画的な収集・更新を行うととも

に、学校ネットワーク資料の更新により学校・幼稚園からの要望に対応しました。また、パスファ

インダーの新規・更新により、図書館利用者の利便性の向上を図ったことから、施策の実現に向

けて概ね順調に進捗しています。 

今後は、パスファインダーや市公式ホームページから情報発信を行うなど、各種サービスの充

実を図ります。 
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【方針３】目標９ 生涯にわたる学びの推進 

 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

60 

「探していた情報や知識を得

ることができた」と回答する

図書館利用者の割合 

市民 91%     達成 

各 
図書館 

アンケート 

（図） 

61 

「本の探し方や、知識・情報の

調べ方が分かった」と回答す

る図書館利用者の割合 

市民 77%     未達成 

各 
図書館 

アンケート 

（図） 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【図書館運営事業】 

IC関連機器を使った蔵書管理の実施

により、効率的・効果的に図書館運営を

進めました。 

大野公民館図書室の昼休み時間の休

室を廃止し、市北部地域における市民の

利便性の向上を図りました。 

良好 

市民の利便性の向上のために、自動車

図書館の運行や返却ポストの増設も含

め、誰もが図書館を利用しやすいサービ

スの展開を検討していきます。 
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【方針３】目標９ 生涯にわたる学びの推進 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

▶ 施策 29 博物館などの活用を通した学習活動の推進  

博物館の持つ様々な機能を活用し、体験活動の充実や、講師派遣などの教育普及サー

ビスを生かした学習活動を進めます。 

また、子どもから高齢者までの学習活動を支援するため、博物館以外の社会教育施設

や学校との連携を図ります。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  4項目 

要検討  0項目 

達    成   2項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   0項目 

順  調 

5点 

4/4(100%) 

5点 

2/2(100%) 
10点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【博物館保管研究事業】 

以下の活動により、博物館保管を進めました。 

○考古博物館 

銅造誕生釈迦如来立像の修理復元を行うとともに、

館報にて報告を行いました。また、市史編纂第 2 巻

を執筆しました。 

○自然博物館 

収蔵資料・図書のデジタル台帳化を進め、植物標本

約 8,000 点についてデータを市公式ホームページで

テスト公開しました。 

良好 
博物館の保管に資する活

動を行います。 

評価の振り返り 

成果指標はいずれも高い評価であり、計画的な企画展や学校巡回展の実施、収蔵資料・図書

のデジタル台帳化による市公式ホームページへのテスト公開など、博物館を活用した学習活動

を実施したことから、施策の実現に向けて順調に進捗しています。 

今後も、博物館保管を進め、企画展及び教育への普及活動を行うなど、博物館などの活用を

通した学習活動の推進を図ります。 
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【方針３】目標９ 生涯にわたる学びの推進 

 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 
指標の

対象 

実績値 

評価 

出典 

（調査名

等） R6 R7 R8 R9 R10 

62 

※ 
博物館の講座参加率 

     （申込者数/定員） 
市民 113%     

達成 
 

定員を上回る申込が

あったことから成果

指標の評価は「達成」

とする 

各 

定員に対す

る講座応募

率（考） 

63 
博物館の講座参加者の

満足度 
市民 93%     達成 

各 
参加者アン

ケート（考） 

 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【博物館展示・教育普及事業】 

以下のとおり、博物館展示と教育への普及活動を行

いました。（参加人数） 

○考古博物館 

・入館者数   （16,761人） 

・公民館講座      2回  (のべ 48人) 

・外部依頼公演    5回 （のべ 983人） 

・その他外部イベント 8回（のべ 3,579人） 

・オータムフェスタ       （104人） 

・夏休みスタンプラリー   （362人） 

・縄文体験フェスティバル （858人） 

・市民まつり            （195人） 

・ほか各種体験講座    （1,122人） 

・アイリンクタウン展望施設歴史年表設置 

・同除幕式           （82人） 

・歴史スタンプラリー  （646人） 

○歴史博物館 

・入館者数         （21,164人）  

・外部サービス利用者  （442人） 

○自然博物館 

・入館者数       （131,041人）  

・外部サービス利用者  （4,048人） 

良好 
博物館の展示及び教育へ

の普及活動を行います。 

【博物館の体験学習を支援するボランティアの養成】 

新規・ボランティア養成講座（火おこし、縄文学習、組

紐）を実施し、ボランティア活動者を養成しました。 

・新規・ボランティア養成講座 （のべ  16人） 

・ボランティア活動        （のべ 321人） 

良好 

ボランティアの養成講座の

実施を通して、ボランティア

活動者の育成を図ります。 

【博物館企画展事業】 

博物館の企画展及び学校への巡回展を行いました。 

・小企画展「鬼高遺跡の宝もの」    （9,251人） 

・小企画展「市川出土の注目資料」 （12,141人） 

・学校巡回展（5校）           （2,936人） 

良好 
博物館の企画展及び学校

への巡回展を行います。 
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【方針３】目標９ 生涯にわたる学びの推進 

 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

▶ 施策 30 公民館の活用の推進 

地域の身近な学習拠点として、公民館に対する各地域のニーズや実態を把握し、公民

館の持つ機能の有効活用を図るとともに、学校や地域の人材を活用し連携することによ

り、地域に密着した公民館運営を進めます。 

施策の評価 概ね順調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  2項目 

要検討  0項目 

達    成   1項目 

概ね達成   0項目 

未 達 成   2項目 

概ね順調 

5点 

2/2(100%) 

1点 

1/3(33%) 
6点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【公民館主催講座活動事業】 

公民館主催講座の受講者が受講終了後

に学びの継続を希望した際に、サークル発

足を支援し、公民館の講座を一人ひとりの

学びの場へと発展させました。 

良好 

講師や受講者とコミュニケーションを

取り、学びの継続に向けた支援を行い

ます。 

【公民館の活用】 

公民館利用者やサークル団体の展示・発

表の場となる文化祭の開催や学校運営協

議会や自治会を通じた地域の行事への参

加協力を通して公民館の活用を図りまし

た。 

良好 
学校や地域と連携した取組を進め、

公民館の活用を図ります。 

評価の振り返り 

成果指標の評価に未達成があるものの、公民館主催講座の実施や地域行事における公民館活

用の推進などにより、地域に密着した公民館運営を進めたことから、施策の実現に向けて概ね順

調に進捗しています。 

今後は、学校や地域と連携した取組を進めるなど、公民館の持つ機能の有効活用を図ります。 
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【方針３】目標９ 生涯にわたる学びの推進 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 指標の対象 

実績値 

評価 
出典 

（調査名等） 
R6 R7 R8 R9 R10 

64 

※ 

公民館主催講座のう

ち、「学校・地域との連

携」を念頭に実施され

たものの割合 
 

市民 36%     

未達成 
 

目標値は 40％で

あるため、実績の

評価は「未達成」 

とする。 

各 
各公民館への

調査（社） 

65 

※ 公民館（部屋）の利用率 市民 26%     

未達成 
 

目標値は 30％で

あるため、実績の

評価は「未達成」 

とする。 

各 
各公民館への 

調査（社） 

66 
公民館主催講座の受講

者の満足度  
市民 97%     達成 

各 
受講者アン

ケート（社） 
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【方針３】目標１０ 文化財の保護・活用と調査 

 

 

 

≪評 点≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪評価の詳細≫ 
【事業の評価】 

 

 

▶ 施策 31 文化財の保護・活用と調査の推進   

市内に残る貴重な文化財を未来の市民に継承するため、市川市文化財指定基準に基

づき、自然・風土・歴史・文化的遺産の保護を図ります。 

そして、市川市の自然・風土・歴史・文化的遺産や発掘調査の結果を貴重な学習資源と

捉え、学校の体験学習や生涯学習など、幅広い教育活動に活用します。 

また、市内には数多くの埋蔵文化財包蔵地があることから、開発行為等を通じた発掘

調査を数多く実施しているなか、特に、下総国の国府が置かれていた国府台遺跡では、

国庁や国衙の遺構を確認する調査を進めます。 

施策の評価 順  調 

事業の評価 成果指標の評価 施策の評価 

良  好  5項目 

要検討  0項目 

  達    成   0項目 

  概ね達成   0項目 

  未 達 成   0項目 

評価にはなじまない  2項目 

順  調 
 

※成果指標の評点がないため、 

5点満点として評価する 

5点 

5/5(100%) 
― 5点 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【指定文化財維持管理費補助金事業】 

市内に存在する貴重な文化財を適切に維

持管理するため、合計 24 の個人又は法人の

所有者に対し、総額 40 万 4 千円の補助金を

交付しました。 

良好 

貴重な文化財を後世に引き継いで

いくため、文化財の指定を適宜行うと

ともに、適切な維持管理を促すための

補助を行っていきます。 

評価の振り返り 

文化財維持管理費用の補助金の交付や史跡整備保存のための検討会の実施などにより、文

化財の保存・活用を推進するとともに、国庁跡の継続的な調査など文化財の保存・活用と調査の

推進を図ったことから、施策の実現に向けて順調に進捗しています。 

今後も、文化財の指定や維持管理のための補助、また、国庁跡の発掘調査を進めていくこと

で、文化財の保存・活用を図るとともに、関係機関の協力を仰ぎながら下総国府の調査を進めま

す。 
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【方針３】目標１０ 文化財の保護・活用と調査 

 

【成果指標の評価】 

NO. 指標の内容 
指標の

対象 

実績値 
評価 

出典 

（調査 

名等） R6 R7 R8 R9 R10 

67 

「市川市には古代の下総

国における政治・文化の

中心となる国府があった

ことを知っている」と回

答する人の割合    
 

（国府台遺跡発掘調査報告

会開催による市公式ホーム

ページ閲覧数）          

市民 533回     

評価には 

なじまない 

 
閲覧数である

ため成果指標

の評価には 

なじまない 

各 

調査（考） 

68 
文化財資料の延べ利用

者数  
市民 8,043人     

評価には 

なじまない 
 

利用者数であ

るため成果指

標の評価には 

なじまない 

各 
調査（考） 

主な事業・取組の実績 評価 今後の方向性 

【史跡公有化事業及び史跡維持管理事業】 

北下瓦窯跡の公有化にかかる土地１筆を財

務省より購入したことにより、北下瓦窯跡の

公有化率は 100％となりました。 

また、下総国分寺跡附北下瓦窯跡及び曽谷

貝塚の公有化した土地について草刈や樹木

枝落とし等を実施し、史跡の維持管理を適切

に行いました。 

良好 

史跡内の土地所有者から売却の相

談があった場合、国の補助金交付手

続を含めると最低でも 2年間の準備

期間が必要なため、所有者に丁寧に

説明し、制度の理解を求めながら購

入を進めていきます。 

策定中の保存活用計画や整備基

本計画については、保存と活用の両

立に向けた維持管理方法を盛り込ん

でいきます。 

【史跡整備保存事業】 

史跡下総国分寺跡附北下瓦窯跡及び史跡

曽谷貝塚の整備保存計画を策定するため、策

定検討会を立ち上げ、それぞれ検討会を 3 回

開催し、史跡の整備保存を図りました。 

・下総国分寺跡附北下瓦窯跡 検討委員 9人 

・曽谷貝塚  検討委員 8人 

良好 

令和7年度末で計画期間が満了と

なるため、新たな計画を令和 7 年度

中に策定します。 

【博物館の活用の推進 

（文化財を活用した博物館事業）】 

博物館の活用を促進するため、以下の催し

を実施しました。 

・小企画展「鬼高遺跡の宝もの」 

（鬼高遺跡出土品県指定記念） 9,251人 

・縄文体験フェスティバル 

（史跡堀之内貝塚の活用） 858人 

良好 
企画展等を開催することにより、

博物館の活用の推進を図ります。 

【埋蔵文化財調査事業（下総国府調査）】 

下総国府調査の最大の目的である国庁跡

を発見するため、調査が可能な地点の発掘調

査を実施しました。また、千葉商科大学内の

テニスコート及び駐輪場のレーダー探査によ

る調査を実施しました。 

良好 

下総国府のうち、国庁跡が発見さ

れていないため、今後も可能な限り

発掘調査を行っていきます。また、

国庁の推定位置が千葉商科大学内

に及ぶことから、同大学の協力を仰

ぐため協議を行っていきます。 
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点検・評価を調査審議 

Ⅴ 資 料 

1 点検・評価体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 市川市教育振興基本計画推進会議…市川市教育振興基本計画の進行管理及び見直しを円滑に進め

るために、教育委員会事務局内に設置された会議組織。教育振興部長を議長とし、教育委員会事務局

各部の部長・次長・筆頭課長で組織する。 

 

※2、※3 

点検・評価を調査審議教育委員会が行った点検・評価について、教育委員会の諮問を受けて調査審議

し、意見を答申する。 

 

 

 

 

 

 

点検・評価を作成・公表 

 

 

点検・評価（案）を作成 

 

市川市教育振興基本計画 

推進会議※1 

点検・評価（案）を協議・調整 

市川市教育委員会 

答申※3 

諮問※2 

市川市教育振興審議会 

市川市教育委員会事務局 
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2 市川市教育振興審議会条例 

 

（設置） 

第１条 本市に、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 138 条の４第３項の規定に

基づき、市川市教育振興審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

 

（任務） 

第２条 審議会は、次に掲げる事項について、教育委員会の諮問に応じ調査審議する

とともに、必要に応じ建議することができる。 

⑴ 教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）第 17 条第２項の規定により定める教育

振興基本計画に関する事項 

⑵ 地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）第 26 条

第１項の規定に基づく教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況につ

いての点検及び評価に関する事項 

 

（組織） 

第３条 審議会は、委員 10人以内で組織する。 

２ 審議会に、特別の事項を調査審議させるため必要があるときは、臨時委員を置く

ことができる。 

 

（委員及び臨時委員） 

第４条 委員及び臨時委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

⑴ 学識経験のある者 

⑵ 学校教育の関係者 

⑶ 幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校又は特別支援学校に在学する幼児、 

児童又は生徒の保護者 

⑷ 地域における教育の向上に資する活動を行う者 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

３～５（略） 

 

第５条～第９条（略） 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成 23年４月１日から施行する。 

（市川市特別職の職員の給与及び報酬並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部

改正） 

２（略） 

《中略》 

附 則（平成 29年３月 16日条例第 10号） 

この条例は、平成 29年４月１日から施行する。 
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3 審議会への諮問及び答申 

（1） 諮問書 
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（2）答申書
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教育委員会組織図 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
長 

教
育
次
長 

青少年育成課（青少年の健全な育成に関することなど） 

考古博物館 

社会教育課（社会教育の振興など） 

義務教育課（学校の運営など） 

指導課（学校の教育課程や学習指導など） 

保健体育課（学校の保健・給食・体育に関することなど） 

幼稚園（６園） 

 

 

 

 

 

 

       

小学校（38校） 

中学校（15校） 

特別支援学校（１校） 

少年自然の家 

教育センター（教職員の研修・学校の ICT整備・教育相談など） 

自然博物館 

行徳図書館 

信篤図書館 

南行徳図書館 

市川駅南口 

図書館 

平田図書室 

教育施設課（学校の営繕など） 

歴史博物館 

生涯学習部 

学校教育部 

教育総務課（教育委員会の会議など） 

学校安全安心対策担当室（学校の安全施策など） 

中央図書館 

少年センター（児童生徒の防犯対策など） 

 

義務教育学校（１校） 

就学支援課（学校の予算など） 

学校地域連携推進課（学校と地域の連携推進など） 

学校環境調整課（学校設備の計画や総合調整など） 

公民館 15館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鬼高公民館 

信篤公民館 

東部公民館 

柏井公民館 

大野公民館 

若宮公民館 

市川公民館 

西部公民館 

 

市川駅南公民館 

曽谷公民館 

行徳公民館 

本行徳公民館 

幸公民館 

南行徳公民館 

菅野公民館 

79



Ⅵ 経 過 

年 月 概    要 

令和 7年 4月 ・各所管において、取組状況や成果指標等の点検を実施

令和 7年 5月 
・市川市教育振興基本計画推進会議（教育委員会事務局各部の部長、

次長、筆頭課長等で組織）において、施策の評価を協議・調整

令和 7年 6月 

・教育委員会事務局が施策を評価し、作成した点検・評価報告書（以

下、「点検・評価」という）について、教育委員会会議で市川市教育振興

審議会(以下、「審議会」という)への諮問を決定

令和 7年 7月 

・教育委員会が審議会へ点検・評価について諮問

・審議会が、点検・評価について、調査審議を実施

・審議会が、教育委員会へ点検・評価について答申

令和 7年 8月 ・教育委員会会議で点検・評価を議決
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